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Kyoto International Student House  Haus der Begegnung Kyoto 

PRINCIPLE AND PURPOSE 
by Dr. Werner Kohler 

  
 “Haus der Begegnung” is a house where men from 
different continents and cultures, of different races and 
colors, different social strata, religions and outlooks live 
together. The house members face realistically the 
difference of national, cultural and religious backgrounds. 
It is a “House of Encounter” as its name “Haus der 
Begegnung” indicates. It is an experimental training place 
for peace, which is not merely absence of war, a training 
place for the construction of a new form of society 
necessitated by the demands of the world of tomorrow. 
 The house life is guided by the following considerations. 
 
1. The living together in the International Student House 
Kyoto is not an end in itself. Nor is it a world of its own. It 
is concerned with the daily human society to which we all 
belong. Our human society, as history shows, is in need of 
constant renewal. Forms of society change, old traditions 
decline, new ones arise; but Life Together is the 
destination of man. 
 
2. Life Together is life in relation with others, with those 
we like and those we dislike, with those who have 
different convictions and opinions. Life Together means 
love and respect for those who are different. We have the 
freedom to agree to disagree with one another. 
 
 

3. Life Together is life in daily renewal. We all have a 
natural inclination to favor our own beliefs and concepts. 
The house members let themselves be mutually 
questioned and challenged in their opinions, attitudes and 
habits. By nature we are inclined to have relations with, 
and fulfill responsibilities to, our own family group and 
those of our own social milieu or those that are useful to us. 
We aim to outgrow these self-centered inclinations. Life 
Together allows for diversity and runs counter to 
conformity and unconformity. The traditional societies 
classify people according to their educational, political, 
moral and financial standards. Life Together transcends 
these traditional classes. 
 
4. Life Together is an adventure and an experiment. “Haus 
der Begegnung” in Kyoto practices in small dimension a 
new form of society. This new society is both conservative 
and revolutionary in that it respects the past with its 
traditions and looks to the future with its possibilities. It is 
a form of society which is renewing itself in free 
self-criticism of its members. The basis of this Life 
Together is Life itself. 
 
 Thus it is hoped that students living in this house are 
willing on their own initiative to participate in various 
activities such as seminar-like meeting, common meals 
and house chores of different kinds. 

 
*Dr. Kohler was the most central among the forwarder of HdB in 1965. He and Dr. Inagaki served as the first 
House Farther. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



会（ 会）の

（HdB 事、  B 員 、 学 ）

年の 月 日（ ）に 学生の の 会（ 会） 会お

講演会が された。 としての 会（ 会）は、 年にすでに 立

されていたが、 は と ど されて なかった。 の な は めての

ことであった。 の としては、 の ンと を るこ

とと に、 の寄附を する にしたいとい いも められていた。

講演会の や に いては、内 先生（ 事 ）の記事に明らか

にされている。

その 講演会は、当日の 後 から にかけて行 れた。 にあ

る に、 では、 HdB から った 学者 の で、 先生（

学 ・ 生 学 ）と ン・ ン ン先

生（ 学 学 講 ）に講演してもらった。 先生は HdB から と

の出会いまで 、 ン先生は ン の生物 と HdB の の

であった。 は、 日 で されている事 であり、 は

をもって した。生物の と HdB の の は 、

さ さ られた。 いて では、 HdB の 、現在、 の で、

在 生（ 人 学生 人、日本人学生 人）に る 生 の ・ などに す

る ピ 、お 内 先生（ 学 ）の講演があった。内 先生は、

HdB に って と し HdB の な に いて話された。講演・

ピ の内容はこの  B に されているので されたい。

後 から 会が まった。は めに 会 の いて 事 の

内 先生 り 明があり、その後、 会者として が ばれた。 では、

会 の 、 員の 出、 内容が取り上 られた。会 が 事 り され

たが、 、会費 に いて 見が出て 検討することとなった。 内容では、会

員 の 、事 、寄附 、  B の 出、 行事 の など

が討 され 本 に された。なお、会 に いては、 月 日に行 れた 員

会において 検討され、 を修 の 定した。 会 を 資 として す

る（ ）。 員には、会 （ ）、 会 （ 、 ン・ ン ン）、

事（ 、 ）、 事（ 千 、 ）、会 事（ ）、

事（ そらや）が ばれた。また、会員との を にする も

人以内で することになった。

から にかけて HdB の において が された。
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の た が を めるとともに在 生も って を った。 者は、

人 であった。 生に る演 の ン もあり り上がっていた。

この な 会の を行 ことの に いて しておきたい。 の な

ことが られ 。

には、 の に、 が し りに 会し を めて を めること

である。 には、 の改 や に する寄 を る い 会になることであ

る。 に、 会の後、寄 は ている。さらに、 に、 の

や行事（ ン 、 事 、 行、 、クリ な

ど）に してもらったり、 しい （ ば 生に する 話会）を しても

らったりする となることであろ 。とり け、 から が してもら れ

ば、 における 事や社会 の に する を たり、 における生

の に いて 話を けたりする となる。 として、 に した

講演会は に められた 法人の を果たす の 会であること

が られ 。 会 ン

の を とする講演会では

が しいが、 とすれ

ば、一 の 、 の も

し る けで は ま

る。 の 講演会にも

会 ン 以 の も

人出 されていた。 後その

を やしていきたいものであ

る。

現在のところ、 会 会お

講演会は、年に

する となっている。

の 者を て 会が り上

がり、 の に

することを期 している。

年 における 会

の 会お 講演会は、

年 月 日（ ）の 後

に 会館にて する

である。また、

も に の で

行 予定である。 の の

を している。

戸口田先生の講演風景

親善パーティの様子
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・ 入 HdB での生  

・       HdB  
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に いて

本館耐震工事先行 と 後の

内 （HdB 事 、 学 、 ）

野   （ 員会事 、HdB 員）

    

の

年 月に 員会が し、 （ 学 、 学 、

立 会 館 ）と立 （ 工会 会 、オ ン 会 ）に

になって いた。その後 ・ の 、 工会 、 会、

オン ク などを 、ク ン ン の 、また の

きかけ られるあら る に した。

額は、本館 円、 者 円の 円で したが、

年 月 で 万円とい 結果に まり、 を本館の耐震、 の の

に って 万円の工事額としての に し、 年 月から

（ 期工事）として に入った（これらの は 講演 （本 の ）に

し かれている）。また、 額だけで する場合も 定し、 に

入 の をし、 り入れの 件を した。工事 工予定の 年 月には学生

達も含めて全員退 して（HdB を閉鎖して） 月には工事 の予定であると

にも して めてきた。

月に入り 万円の工事予定 額を 社に見積もりを取ると、 られない

な 倍から 倍 どの工事見積額が出て た。社は 円、社は 円、

も 社は見積もりを 退してきた。その の はこれまでの で 物の

や に が出て たこともあるが、オリンピック、台風被害などの

で人件費、 資 の が の であった。もし 年工事を延期しても工事費

が下がるかど かは 明であるとの 判 から、学生達には 月から退 する

はな 、 な とも 年は工事を延期することを ると に、 やかに 事会

を することを した。

そして学生達が でいても な耐震工事だけを先行する を含めた

し、 事会に（ 月 日）に した。その結果、耐震 工事と した

の の を先行して することが 定された。この工事は 生が在 のま

まで で、工事期間は ヶ月であるとのことであった。この工事に って耐震

をクリ した本館となり、 な とも 震に しの 全 は されることにな

る。これ以 の などは き き と 行して める予定である。
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ここまでの の結果

年 月 での寄 から 年 月までの寄 は以下の りで

ある。（ とは 生である）

人寄附（ ）：   円
人寄附：   円  
・ ：  円

  合 ：  円

これまでの 年 月から 年 月 までの 額は下記の りである。

人寄附（ ）：     円（ を含 ）

人寄附：     円  
・ ：   円

  合 ：                  円

後の

物の改修

年に され 年を し、 物 、 、 などの ン の

は し 、 、 全 など一 も い改 が まれる 態である。 は

その内の の であり、 後、 先 を定めて改 を立 して 工するが、

には、 の のすきま風

の 、 には 入を やす の改修（H の と の ）な

どが 定されているが 生の 見などを に、 な検討をして めて行きたい。

全 には と現在では 間の も しており、 間 の にす

るだけでも な改 費 となり、その に する資 も となり

の は けられない。

年以 にお いした 、また たにお いする の HdB の 立 、

に ってはたしてきた 、社会 などを することは で り、

は 後も すべきであろ 。 法人としての の 本を、これまで

り の を とした に HdB の を内 に ていきたい。

と に いて

これまで 円から した 千万円の 期工事である本館の耐震・

が すれば、 な とも学生 の の値上 、 の の改 に る

の と の値上 で、 入 をしても HdB を できるとしてきた。 に

期工事である の て 工事が すれば、 定した HdB の

が立 としてきた。しかし、 期工事でさ 出 ない に っている現 で

は、 年 っても工事費が下がらない場合には、値上 も の に る の見

も か 、 に する れがあり HdB をこれ以上 けて行 ことは であ
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これまで 円から した 千万円の 期工事である本館の耐震・

が すれば、 な とも学生 の の値上 、 の の改 に る

の と の値上 で、 入 をしても HdB を できるとしてきた。 に

期工事である の て 工事が すれば、 定した HdB の

が立 としてきた。しかし、 期工事でさ 出 ない に っている現 で

は、 年 っても工事費が下がらない場合には、値上 も の に る の見

も か 、 に する れがあり HdB をこれ以上 けて行 ことは であ

ろ 。そこで HdB を閉 る ない に った場合にど するべきか、この

立 をど いでい のか、 な き に いても検討を めなければならな

いと ている。

本年 月からの工事に て、 年 から されていなかった 下

の を行ってきた。そして の改修工事でも な本館 を していたが

見できなかった が出て た。 に 年 月 日に行 れた での

者である 学 ・ 先生の の生に いて とい 講演記

の （本 の ）も見 かった。そこには、 めて る HdB に する

の い いが られていた。 ってもその は であり、 し もこの

を すなと かけている に れる。
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： 講演会

学生の 講演会に いて

内

（HdB 事 、 学 、 ）

事 に 任した 年 は、 年に された 学生 （ ） 学

生の の本館の ン （ 、 、 など）の が 立 めた で、

日本 震災で に れが入った 館の立 も ばなりま でした。そこ

でま 館の立 の積 立て を めました。 年に 法人 が き、

法人から 法人に無事 行したと ッとしていた 、 から 物の耐震

を する にとい 達を けました。そこで本館を した に

一 耐震 を すると、本館 も最 の耐震 には合っていないとい

を けました。そこで寄附 額 の資 を 年に取 し、 年には

耐震 を行 と耐震工事をする があることが判明し、耐震 に いての検討

員会を さ ました。

年 月には本館耐震・リ と 館立 を し、 年 月に

（ 学 、 学 、 立 会 館 ）と立 （

工会 会 、オ ン 会 ）を 員会の とした 員会を さ

ました。 年 月 日には を し、本館工事（ 円）・ 館立

工事（ 円） 額 円の を しました。しかし、 を 年 け

ても 千万円 どしか まら 、 を検討し し、本館工事を 一期工事とし

て工事 も （ 千万円）したかた で を けてきました。

この を て しましたことは、 で最 の 学生 であり、日本で

最 の の 学生にも ら 、当学 の は に いことと、 以

千 を る 生がいるにも ら が取れる 生 は であることで

した。そこで 生の会（ 会： d ）を さ ることと、 の

に( ) 学生の の 在を って があると判 して、 生

在 生達に る 講演会を 年 月 日（ ）に( ) 学生の

の 会館で行いました。

これは 出 なかった人達にも、 で きたいと って だ 講演会の

であります。 何に 生が学 ・ ったか、現 生が学 で るかが かる

かと います。その の と当 の の り きを一 に いたします。
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HdB から った 学者

HdB から iPS との出会いまで

（ 学 iPS 、 HF）

との出会い

は 56 年に 学 学 を しました。当 は、現在の 2 年間の 修

とは なり、 の 生が に合 する に、 の行き先を めて、

の を けるとい でした。 は が であること、 、

学と に して 学に があったことなどから、学生 か

ら 然と は になるのかなと っており、 に に入 しまし

た。最 は先 修 からの 者さ を き いで、 してから の 者さ の

当となります。 が最 に として け った 者さ が、 とい の悪

の 学生の 者さ でした。そしてその 者さ の が、当

ン をなさっていた 先生であり、それが と HdB との最 の です。

年 が 学 での 修を するまで、その 者さ の入 は き、 然 に

先生と す 間が なりました。そしてその間に何 か HdB を れる 会が

ありましたが、 がそこで ことになるとは全 ておりま でした。

生としての  
57 年 6 月から 3 年間の の での 修 生 を た後、 学 生として

学することになりました。 合 の を けて して、 先生から HdB に

入 してはど かとお いを けました。当 は で でしたし、学生 は

生 でしたので、学生 とい ものを して たいとい もあり

を けました。 、 学 の入 で、 を したこともあって、Haus 
der Begegnung とい にも かれたこともあります。 に やりと 、 学で

きたらいいなと ており、 会話の にもなるのではと 合の いことを て

おりました。無事 に合 して、 生としての生 が まりました。

学生 は、 と 学 の ン と の 3 を って、 、講 に行

とい 生 を っており、他の学 の学生との は全 といって い 無かった

こともあり、 の 生の など、 な の学生との 生 は めて で

した。いかにも ある の 出 の な の 学からの 人

学生は、 や の な の リ の をしておられ、当然

は でした。 からの 学生は、 を ながら。 の 解できない

を含め、 に 3 人と 3 を って してました。 からの 学生は、
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とい 生 を っており、他の学 の学生との は全 といって い 無かった

こともあり、 の 生の など、 な の学生との 生 は めて で

した。いかにも ある の 出 の な の 学からの 人

学生は、 や の な の リ の をしておられ、当然

は でした。 からの 学生は、 を ながら。 の 解できない

を含め、 に 3 人と 3 を って してました。 からの 学生は、

出 するときに日本人には を してはいけないと れたのに、 の事

で日本人に をさ てしまい な事になったと ったら、とても しい だった

ので いたと って れました。これら全てのことが にはとても でした。

3 年間の 生としての生 で学 だ事の一 が、 とは して” ”に もので

はないとい ことでした。 ン で” ”から を して をする

ン に する に する が

ありました。

を れた学生の ではその 間

には 、 きて を しているの

で、” ”とい は全 ない。一 、

を べた学生の” ”では、その

間はまだ” ”に い” ”であり、

な 間の一 であることから、

が られるべきであるとい 見です。

さ の” ”では何 からが” ”で
し か ン を け入れるかど かの も い でした。

ン の 入れの は、 の 法に 当する Bylaw（定 ）に る

であり、 事会の 事 に 当します。当 の 事会は、 ン の

入れなどの にすら上がっていなかったので、い ら学生が しても がなか

ったのですが、それでも延 と と の間で が されました。

の は、い 、 だけの が、 ない討 ができる（な がいるとでき

ない ）、 だけの を るべきだ、風 が れる（ ）、 。そ して

いた先 が、 はその後、 として していた 人と結 するとい オ

があります。

との出会い

HdBに した の人生の となった の出会いが内 先生との出会いでし

た。 の 学 での は、 先生との最 の がりもあり、 や に出 たが

（ といいます）の で、入学後、 の で先 に て きなが

ら をしていました。 学 の 1 生ではい かの講 を 講することが

けられているのですが、入学後 年 どたったある日に 講した講 は にとって

なものでした。 学 生物 ン （ 生 ）の に

る、その講 は が していた とい が、生まれ きの の

に って 生することがあるとい 内容でした。 生物学とい の学 に す

る れもあり、何とか のもとで ができないかと っていたところ、何

と当 HdB の 事をされていた内 先生が の の をなさ

っていることを りました。 先生を て、内 先生にお いして

を して きました。 先生 は、 生物学 な はされていなか
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ったので、 け入れに して れたのですが、となりの で をしておられ

た 先生に して とい ことで き けて きました。 、 とかな

り なことですが、 の ン で 間の風 しも めて かった

ことが いして、 の の と し なることができました。 でしたので

も 1 日だけで、あとは から まで に入り る生 でした。

が て、3 年 はあまり の に できなかったことを し な っ

ています。 した後、 学 の 4 生の 6 月に結 したのですが、その 会を

でさ て いたのも しい い出です。

見る に べ

何年か に出 である で講演をさ て 会があり、その に先生

の ッ はな ですかと かれた の が、この 見る に べ です。 学

間 の 4 生の に、 リ での学会に 先生と に し、その

に（と っても 向は でしたが）、 、 クそして ンと

行に れていって きました。 では 生 の 学 の先 が 学さ

れているところに、 クでは 先生が 学されていた 、そして

ンでは の に して をさ て いていた 学の Dryja
のところを しました。 の の内容を した後に、Dryja から は 年

から一人 クを する があるのですが、ど ですか と れました。

ンでは 先生の 人の に めて き、 や ン ン の

しい風 を し、すっかり されていたので、後先 （ とも ）、

お いしますと 事をしてしまいました。 を と、 してから 路に し

てかなり いました。 学 の 4 年間、 としての は当然 したままです

ので、 生がど ど を積 でい 、 に 3 年 を たないとい こ

とは、 としてやっていけるだろ かとい がありました。でも、

ても無 だからやって 、な とかなるだろ とい ことで 学することに

しました。この りから、 の 見る に べ とい れが まった に いま

す。

ンでの 3 年間は、 も かったのですが、最先 の に れることがで

き、また日本では ない もた さ できました。何とか をまとめること

ができて 3 年に しました。

後、 内の で としてのリ リが まりました。 に

に いて 生 で をしている 学 の後 に、 学 に取 した を て

を することで との も いていました。そ な 、また人生の が

る出 事がありました。 ながら は する先 が 先で されるとい

な出 事がきっかけであり、その先 が 任することが内定していた 学生

工学 ン の の ンに し、 した き 7 年

7 月に 任しました。
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ンでの 3 年間は、 も かったのですが、最先 の に れることがで

き、また日本では ない もた さ できました。何とか をまとめること

ができて 3 年に しました。

後、 内の で としてのリ リが まりました。 に

に いて 生 で をしている 学 の後 に、 学 に取 した を て

を することで との も いていました。そ な 、また人生の が

る出 事がありました。 ながら は する先 が 先で されるとい

な出 事がきっかけであり、その先 が 任することが内定していた 学生

工学 ン の の ンに し、 した き 7 年

7 月に 任しました。

ン としての  
学することをお きになった 先生から、それなら ン をしなさ

いとい が ました。 い が 3 人とい でしたが、 生の の しい

い出もあり、 も して れてお き けしました。これが との 3 の出

会いです。ところが しかった 生の とは全 なる の が っていました。

ま 学生の がすっかり っていました。 （ ）の ン の入

が まっていたことや、学 生 で年 が下がったこともあってか、 ば

な 、悪 と し っ い になっていました。 費 者の

などの ン に追 れる日 だった に います。 の

で、 ッ ンとの も しい となり、 ン との も

あまり ではありま でした。当 の 事 には、 ッ

ンとの などで な をお けしました。 ながら、 の で から

の ン の は となり、HdB は 立 として生き る を すること

になりました。 ン として した 3 年間を い すと、 するとい

が す た にも います。HdB の ン は ではな 、学生と

間を する ン であるとい を ことが 事であったのかなと

います。

生 学との出会い

10 年にそれまで した ン が 生 学 （ 生 ）として

しました。この は日本で めて、 生とい が いた でした。

一 に 生 学といってもその する は、 めて 岐に ります。 本 な

は、本 人間がもっている 生 では、 生できない な な 態を、

人 に 生を るとこが 生 学です。

生を る としては、 を る 、 が 生を る 場、そして

が するための の が であるとされています。 物に るなら

は で、 場は 、そして は になるでし 。 は 生 でこれらの

で として に する を行ってきました。 た の は 200 の なる

を する で されており、それ れが なる を しており、生 の

に を果たしています。これらは全て を ると、1 の に行き きます。

まり は全ての を生 出す を している です。しかし 200 の

が からできるのではな 、 とか の に一 の を す

る なる の の を生 出す のある と ばれる から

するとされています。 は 生 で、それまのでが の に て の一

であり や の に する のある間 を いて、 や の

生に する を めました。そして とい の の に して間

を いる 法の を行いました。
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との出会い

1981 年、 ン リッ 学の ン・ ン は、 の が 100
らいの に した と ばれる で の に取り出して、もとの

と 、 まり全ての に する をもっている を することに

したことを しました。この は (ES )と され、2007 年にこ

の に り 生 学・ 学 を されました。 ES の から

18 年後の 1998 年、 ン ン 学の ・ ン が ES の

立を しました。も ろ と なり、 を する は出 ま が、

その他の から ES と であると られ、無 に で、

か 全て に できることから 生 の の が期 できる です。ただ

その となる は、そのまま 内

にあれば、 となったは の で

すので、 を すことは生 を

していることに しいとい 立場から

い かの では の に る

は されています。また他人の

になりますので、 に いる

には の が 生します。

2003 年に は 生 の に 任

しました。その 年の 2004 年に

14



との出会い

1981 年、 ン リッ 学の ン・ ン は、 の が 100
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か 全て に できることから 生 の の が期 できる です。ただ

その となる は、そのまま 内

にあれば、 となったは の で

すので、 を すことは生 を

していることに しいとい 立場から

い かの では の に る

は されています。また他人の

になりますので、 に いる

には の が 生します。

2003 年に は 生 の に 任

しました。その 年の 2004 年に

が 先 学 学から 学に ってこられました。 のため

の ン の に、 での として した から ES と

の を する を するとい を されました。 のある であ

り な もある でしたので、 いに期 はしたのですが現 には

い 間がかかるのではとい を けました。ところが、それから か 2 年後の

2006 年に の の にたった 4 の を に 現さ ることで、ES
と の ができることを されました。 の 者が して

いた 果であり、 めてその 果を見たときの は でも 明に ております。

の先生と 先生を で、お いの 会をしたのですが、その はまさか

が iPS を った を めるとは ってもいま でした。ところが、2007
年に の iPS が されると、iPS に した を 立する きが一

に まり、 2008 年の 2 月に 学 iPS ン が な です

が することになりました。 立にあたり、それまで iPS はも ろ 、ES
も取り ったことの無い にもお をかけて き、そこから の iPS が ま

りました。そして 2010 年には 物が し、iPS として しました。

その後、2015 年に 期 、2017 年に 期 が し、現在 600 の 者や

者が iPS に する に 事しています。 の iPS が 立され 12 年が

し、その間に な を した が められてきましたが、 となる

は と の です。

の

定の が無 なったことが

の があります。 ば

ン ン とい は、 ン

とい ン ク を 生する

が、な らかの でな なってい

ことで、 の きが 害される

です。その な では、無

なった を ことで が改

することが期 されます。そこで

者さ の からま iPS を

り、そこから ンを 生する を って、 者さ の に するとい

が られます。これが iPS を いた の です。

に 2014 年に とい の に して、 者さ の iPS から

した 上 の が行 れ、 した は 期間生 して、 者

さ の視 も たれていることが されました。

者さ の iPS を したこの 法は、 の が

される があるのですが、一 で、 で めての とい こともあり、
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の 全 ックに に い 間と 千万円の 費がかかりました。 れた

法なのですが、 に の 者さ に する 法とするには があります。

そこであらか め 全 が ックされた他人の iPS を した他 が

検討されています。 は にある HLA と ばれる で 定され

ることから、 の に できる な HLA をもった iPS を 立する

ク が 行しており、現在、 に日本人の 60%を できる が 立されて

います。この を いて、 の に いて、2018 年には ン ン に す

る が、2019 年には や の に する が行 れました。 に 2020
年 には や 全に する が行 れる予定です。 後は

を いて、 り の に できる iPS を すると に、 り 全でか

に iPS を する 法が され、 は全ての が の iPS をも

な が ることが期 されます。

の

の は、 かりやすい ですが、iPS を って を

すとい は、 し かりに いかもしれま 。

となる 者さ は、 の 者さ 、 まり 2 万 ある の のど

れかに生まれ き があるために になった です。 は全ての に 在し

ていますから、 者さ の や の から った iPS にもその は 在

しています。この 定の の に がある iPS を、 iPS
と ます。 にこの を に って に した を し

ます。この 修 iPS と の iPS は、 以 は全 を

も です。 に、その 者の を、その の となっている に し、

の で 者の を します。もしこの に、 者さ の 態に した現

、 ば、 が でしま であれば、 iPS から し

た が、 修 iPS の り にやすいとい 現 が できた

なら、 の で を 現することに したことになります。最後の は、

の 合物を一 、 iPS の の に ていって、

された現 を改 する、 まり

が でい ことを な 合物を

する ッ クリ ン と ば

れる です。そしてその 合物が

を 果があるかど かを、 物

で した後に、 者さ に

して を する とい を

て、その結果をもとに としての

を けて、 者さ が できる

となります。これが の です。
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そこであらか め 全 が ックされた他人の iPS を した他 が

検討されています。 は にある HLA と ばれる で 定され

ることから、 の に できる な HLA をもった iPS を 立する

ク が 行しており、現在、 に日本人の 60%を できる が 立されて

います。この を いて、 の に いて、2018 年には ン ン に す

る が、2019 年には や の に する が行 れました。 に 2020
年 には や 全に する が行 れる予定です。 後は

を いて、 り の に できる iPS を すると に、 り 全でか

に iPS を する 法が され、 は全ての が の iPS をも

な が ることが期 されます。

の

の は、 かりやすい ですが、iPS を って を

すとい は、 し かりに いかもしれま 。

となる 者さ は、 の 者さ 、 まり 2 万 ある の のど

れかに生まれ き があるために になった です。 は全ての に 在し

ていますから、 者さ の や の から った iPS にもその は 在

しています。この 定の の に がある iPS を、 iPS
と ます。 にこの を に って に した を し

ます。この 修 iPS と の iPS は、 以 は全 を

も です。 に、その 者の を、その の となっている に し、

の で 者の を します。もしこの に、 者さ の 態に した現

、 ば、 が でしま であれば、 iPS から し

た が、 修 iPS の り にやすいとい 現 が できた

なら、 の で を 現することに したことになります。最後の は、

の 合物を一 、 iPS の の に ていって、

された現 を改 する、 まり

が でい ことを な 合物を

する ッ クリ ン と ば

れる です。そしてその 合物が

を 果があるかど かを、 物

で した後に、 者さ に

して を する とい を

て、その結果をもとに としての

を けて、 者さ が できる

となります。これが の です。

者さ との出会い

iPS ン が して してから、 の先生から、 の の

者さ から、 の を して しいとい がきているけれど、ど します

かとの がありました。その 者さ と は、iPS の を いて、iPS
を って の を して しいと されたとのことでした。その が、

が として している 行 (FOP)とい です。 まり

が FOP の を めたのは、一人の 者さ との出会いがきっかけです。FOP は

200 万人に 1 人とい にまれな で、日本の 者さ の は 80 と 定され

ています。 や など、本 は が出 てはいけない のなかに ができてし

ま で、その結果、 や の きが し 害され、日 生 に きな

を生 る です。2006 年に の が 定されましたが、その後も な

がない が いていました。2007 年にその 者さ から iPS を して、

を しました。 の 員の の結果、2015 年に が出 る に

する ン ク を きとめ、2017 年にその ン ク の を 害する として

ンとい を 定しました。 ンは に他の に する と

して に することが められている であることから、この を いた

を 2017 年からこの を いた を しました。この な の がい

かの において められています。

お りに

り って ると、HdB との出会いは の人生を き したものでした。

の出会いは、 と iPS との出会いの に、全 予 できないものであり、

だからこそ、見る に べとい で出会いの場に ら ことが 事なのではと

います。これからも HdB が の 、 の人に出会いの場を て、それ れ

に予 もしない しい が がってい ことを期 します。そして出会いの さ

を 社会に してい ことで、 先 、 他 の に社会が立 ま

って れる一 になることを すことが、行 、一 の の に ることに

なるのではと ます。
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ン の生物 と HdB の

ン・ ン ン

（ 学 講 、OM1984）

積の 1 にも たない ン の は生物 の 25 が生 する生物

の である。しかし、 に る 上 に って にも ン

は する に っている。まさに、耐震 で の に してい

る HdB（ ）と た とい る。 な生物を ン 、

は 人 が の場として の な を できる

な 会と 間を する。 な と で した 年間を しながら、

の 野の生態学 生物 と社会 学 に いて

て る。
  

年 の ン （ の ）。 者は 列に いている。

当 の 員と ・日本 ン も っている。
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ン の生物 と HdB の

ン・ ン ン

（ 学 講 、OM1984）

積の 1 にも たない ン の は生物 の 25 が生 する生物

の である。しかし、 に る 上 に って にも ン

は する に っている。まさに、耐震 で の に してい

る HdB（ ）と た とい る。 な生物を ン 、

は 人 が の場として の な を できる

な 会と 間を する。 な と で した 年間を しながら、

の 野の生態学 生物 と社会 学 に いて

て る。
  

年 の ン （ の ）。 者は 列に いている。

当 の 員と ・日本 ン も っている。

学生 は との

1979 年（ 54 年）4 月から まった日本 学生 は の だった。

（現 ） 学生として、日本 を するため、最 の一年は

にある 日本 学 の 学生 に まりして、す の に から

まで っ りと日本 をあ・い・ ・ ・おから き まれた。おそら 当 の

学を する で、 期生は リピンと の出 者が と

どで、その後 、 ン 、オ リ の 学生も った。

学入学からは にあった 学 会 学生 に入 し、 、

をは め や ッ 、 リ から の 学生や 者と 4
年間 在した。

学 後、 学 学のため、（在 4 年間までしか めない） 学生 を退

し、 たな まいとして 学生の （ ）に ることを めた。学 生のと

きから、 会や ン の しで 人も出 て、 に て

いたので、 のことを っている もりだったが、入 件としての が

あった。 では、 の にある begegnung 出会いが なる人との出

会いではな 、 が含まれていることと された。その が当 。 の

ン 全員は 何かを 当し、それを果た ないと入 資 無し、と され

た。当 、 は 生物学 に し、 のため 2 3 間は の

に 在するときもあるので、その は当 の 事ができない。そのときの

ン F 先生は と 学 だったのでこのことは で、 された。や

ばい、と ったが、 在の はそれ以上 ると ピ したのかも れない。

結 、何とか入 が められて、1984 年（ 59 年）4 月から 1987 年 3 月まで在

した。その後、 に 学したため、退 して下 まいと の 修学

学生 にも 1 年間入 した。（当 の 3 学生 をすべて できたことが

っとの ）。なお、 では日本 は 10 （ ）であるが、他は と の

（ ）からは 本 には 3 以下の入 はあるが、 を に な

もされている。

と の い

リピンは 7,100 島の島 、 の きい生物 ッ

ッ である。 学 でそれ れの島・ において が

したと られる。また、 島、 には な や があり、 人 学 に

な 社会が されている。一 の は 社会 リピンを

する。この のなかに は生まれて った。出 が と は の

を話すが、 で ことばは の 。 のとき、 の に れて行った

ので、 の は いて 解できるが、 と ど話 ない。また、学 は と

（ には リピ ）で が されているが、 では ン 、

、 の 3 が 。 いの で ない場合は の

を ため、 は日 な とも 3 を話して らしていた。 の

に ったため、 学生 とい には に を たことはなかっ

た。

一 、日本社会は 一 と い れているので、 が する 学生 は

にならない ど 社会である。しかし、最 に でいた の と

、 修学 の はい れも 学生 の であるため、日本社会・ から

は された な 在とい るであろ 。この の ン は 期 在も いた
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め、 がない もあるが、生 の に の が に され 、

していないと れる。この場合の は とい ないだろ 。し

かし、 にある 学生の （Haus der Begegnung, HdB）（ し を めて

とも ばれる）は、日本人学生も 学生と一 に生 し、さらに 当 とい

を しているため、 の だけではな 日本社会に した な 、

すな 、 の場である。

は の diversity から した で、本 は日本 の

と 。しかし、日本の社会 で れ めた の は

の 果 あるいは が されている。な そ なったか、社会

学は なので ッ で べた。そもそもは、 リ の ン では

diversity and inclusion と されたものが されて、inclusion が日本では

に 含されたことと かった。さらに、1985 年に改 された

会 法 行 を に日本 が な として れは めたとい

れている。

本 では、 と を し、日本 の を

と 現する。 は な 、 を け入れているだけでな 、

に当 を して、 行事を で さ ることで な ンや

が かれ、 が に されている の場である。在 期

間にあった当 は、 に を する 当 、 に を ける 当

、 ッ ンをきれいな 態に 視する の ッ ン当 、 日の 事会

者の ン 当 、年 2 りがけの 行当 、1 年に一 から を る

ック当 、 学生 のための 当 。当 が されるのは、
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め、 がない もあるが、生 の に の が に され 、

していないと れる。この場合の は とい ないだろ 。し

かし、 にある 学生の （Haus der Begegnung, HdB）（ し を めて

とも ばれる）は、日本人学生も 学生と一 に生 し、さらに 当 とい

を しているため、 の だけではな 日本社会に した な 、

すな 、 の場である。

は の diversity から した で、本 は日本 の

と 。しかし、日本の社会 で れ めた の は

の 果 あるいは が されている。な そ なったか、社会

学は なので ッ で べた。そもそもは、 リ の ン では

diversity and inclusion と されたものが されて、inclusion が日本では

に 含されたことと かった。さらに、1985 年に改 された

会 法 行 を に日本 が な として れは めたとい

れている。

本 では、 と を し、日本 の を

と 現する。 は な 、 を け入れているだけでな 、

に当 を して、 行事を で さ ることで な ンや

が かれ、 が に されている の場である。在 期

間にあった当 は、 に を する 当 、 に を ける 当

、 ッ ンをきれいな 態に 視する の ッ ン当 、 日の 事会

者の ン 当 、年 2 りがけの 行当 、1 年に一 から を る

ック当 、 学生 のための 当 。当 が されるのは、

ン に ばれた 4 人の ン になった場合の 。 な に、 は

、 ックを 当し、 の ンにもなった。

ン のいない

の を 間に めた 会 法 行 は における

の を後 しすることが である。当 の は しか け入れていな

いため、 の の 現にはこれが きいな だった。 は がい

ない いか、年 の ン が 行事となって、その に向けて 積

に し、 あ れる やかな の が演出される。

ン がいない リッ の と は、先 の 学生 会

に現 れた。最 は と 学生 だけの 会だったが、 の修学 が出

てから、 、 、修学 の となった。当 、修学 には 学生

はあったが、 会には積 に しなかった。 が し、 の結

果に る を を ける オリンピックさながらの 会だった。そし

てある 期から、 の ンを上 るため、結果の と なしで

ン が される になり、 が当たり だった は 2 年

が れ、 の 、そして修学 に った。この れを た

め、 が 当 のとき、 学生 に との合 を けた。

の 、 が されて、合 が した。その合 の で

し、 が の を った。

ン を け入れるかど かは、在 期間後 に ン 全員出 の

ン に となった。一 の ン では が の を

して がなされただけ。 な のなかで と った人が け入れ

に な立場を 明したことが以 だった。人は見かけに ら か。そして、2 の

ン で にかけられて、 で け入れは された。しかし、10
年後には ン の入 が められて、 の が 現された。

ン の生物 と の

リピン、 島の ン 風
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ン は に する ど生物 が いため、 の とも

れるが、 以上の はあると する 者もいる。 ン の生物

は な に るものであるが、 と は ン の 3 が

する無 の生 間の とい れている。も と は で な 物 鎖を

できる な と られている。

生物 は、 ば生態 が に された結果、ある生物 が した場合に

取って る （ ック ッ ）が 在するかで となる。生物 が い

ど、 生態学 を が 在すると、 が きても生態学 と

の が される。い る redundancy （ ）が い ど生態

の が てる が なる。

まり、生物 は に する の なものと られていたが、 年

では生態 が生物 に って しも されるとは らない見 し が出

てきた。 ば、David Mouillot et al.の （Functional over-redundancy and high functional 
vulnerability in global fish faunas on tropical reefs, PNAS: September 2014）では、 の

い を に けて、それ れに生 する合 6,316 の を べた結果、

最も の い（ が い） ン （3,689 ）と最も ない（403
）（ が い） は、生態学 の はそ なに らな

いと された。結 、 な では られた生態学 に の が

るため、 の ない と に に る生態学 リ クを って

いることになると結 けた。

に いても に の な人 、 の 合 だけにとどまら 、

が （当 ）を 行し、 人の 見、 が出し合 る、 解が かれ

る で が する の場とい る。

は、 の が するための の は とおも 。

人間は何も らないことに と を る。 で り合った の 人は

その ・ の を るきっかけとなる。その に 人がいたら、 な かでき

ないとおも 。
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ン は に する ど生物 が いため、 の とも

れるが、 以上の はあると する 者もいる。 ン の生物

は な に るものであるが、 と は ン の 3 が

する無 の生 間の とい れている。も と は で な 物 鎖を

できる な と られている。

生物 は、 ば生態 が に された結果、ある生物 が した場合に

取って る （ ック ッ ）が 在するかで となる。生物 が い

ど、 生態学 を が 在すると、 が きても生態学 と

の が される。い る redundancy （ ）が い ど生態

の が てる が なる。

まり、生物 は に する の なものと られていたが、 年

では生態 が生物 に って しも されるとは らない見 し が出

てきた。 ば、David Mouillot et al.の （Functional over-redundancy and high functional 
vulnerability in global fish faunas on tropical reefs, PNAS: September 2014）では、 の

い を に けて、それ れに生 する合 6,316 の を べた結果、

最も の い（ が い） ン （3,689 ）と最も ない（403
）（ が い） は、生態学 の はそ なに らな

いと された。結 、 な では られた生態学 に の が

るため、 の ない と に に る生態学 リ クを って

いることになると結 けた。

に いても に の な人 、 の 合 だけにとどまら 、

が （当 ）を 行し、 人の 見、 が出し合 る、 解が かれ

る で が する の場とい る。

は、 の が するための の は とおも 。

人間は何も らないことに と を る。 で り合った の 人は

その ・ の を るきっかけとなる。その に 人がいたら、 な かでき

ないとおも 。

HdB の ・現在・

HdB の

（日本）

（ 学 学 ）

こ に は。 年 期 ンを めております、 と します。

日は、HdB がいかに ン を けて て れるのかとい ことに いて

の を ながらお話さ ていただきたいと います。

先日、 のことを入 当 から るある に

あの が ン （ ） と れま

した。すこし ましたが、 に がそ の

が かる は の でありました。とい のも、

が HdB に入 した は、あまり積 ではなかったから

です。

そもそも がこの の入 を した は、 学

の しい があります。 は い から に

は が りました。 学 生の （HdB に入 する

年 ）、 であった の 期 学をしました。

学をすれば も 、 人の 達に まれて し る。そ ってい

ました。 、 しかったですし、 学を してしか出 ない な はた さ

しました。ですが、 っていた ど上 いかないことも ありました。 は

全然 、さらに であった は 人に する の なものがあり、

達 りに しました。なので、 学後は、 って 学してましたって る人間

な だろ か と っていました。この しい を らすため、HdB とい

学生 に を き、 学 を けることに めました。

とい ことで、HdB に入った は、 もあまり れないし、日本人ばかりと話し

ているし、 にこもりが だし、当 の 事も 取りが下 でしたし、

ン で ことがあっても が無 て ま でした。

HdB に入って 年たった 、だい ましになったのではないかと います。

は日 会話や ン での に いていける になりました。（とはい まだ

まだですが） 人に する が無 なり、 い人に話しかけられる になり

ました。 に りれる にもなりました。

一 の は から を て になれたことです。 ば、

ン を して たり、 を して たり。これまで で に行
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れていた をク で一 する を と たり。

こ い を て、 で しながら から を ってい こと、

の の に が ってい ことが しいと になりました。

な にとっては しい で、HdB にいるからこそ ました。

年から社会人になりますが、社会に出る にこの な をすることが出 、

とても かったと っています。

りの人も に しているのを ます。 めは日本人と、または

人としか話していなかった人達が なってい 。 に りてこなかった人が

りて る になる。 しいクリ な ン を する。

ではな HdB ではこの に ン が積 になれるでし か。 は の

があると います。

ま 一 に、 ン が い です。HdB に入ると、当 に さなけ

ればいけま 。 た で を て、それを他の ン に 、

ン を 行してい 。その で ン の が まるし、 になって

い のだと います。

に、HdB の け入れて れる です。も ろ や もあ

ります。ですが HdB は い で るいので、 本 に ン は してもその

人を にしたり したりすることはありま 。それ りも しいことに

する なので、 を れ に と することが出 ます。

そ い は、す に生まれるものではありま 。人から人 、 として

っていっているのだと ます。 も入 して、HdB の先 達からその を

き ましたし、 も後に入った ン にもそれを られていたら しいです。

だから、この の 、 りも しいことを とい な は、

の らない の とも ると しています。

まとめると HdB は しめる場 、一生の 達ができる場 、 する を れる

場 です。こ な場 はなかなか無いのではないかと います。

はそ な HdB が きで、HdB を れたこと、 めたことは本当に だったと

っています。これまで 年 HdB が いてきた に、これからの 年も学生に

らしい 会を ける であって しいと、 から っています。
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れていた をク で一 する を と たり。

こ い を て、 で しながら から を ってい こと、

の の に が ってい ことが しいと になりました。

な にとっては しい で、HdB にいるからこそ ました。

年から社会人になりますが、社会に出る にこの な をすることが出 、

とても かったと っています。

りの人も に しているのを ます。 めは日本人と、または

人としか話していなかった人達が なってい 。 に りてこなかった人が

りて る になる。 しいクリ な ン を する。

ではな HdB ではこの に ン が積 になれるでし か。 は の

があると います。

ま 一 に、 ン が い です。HdB に入ると、当 に さなけ

ればいけま 。 た で を て、それを他の ン に 、

ン を 行してい 。その で ン の が まるし、 になって

い のだと います。

に、HdB の け入れて れる です。も ろ や もあ

ります。ですが HdB は い で るいので、 本 に ン は してもその

人を にしたり したりすることはありま 。それ りも しいことに

する なので、 を れ に と することが出 ます。

そ い は、す に生まれるものではありま 。人から人 、 として

っていっているのだと ます。 も入 して、HdB の先 達からその を

き ましたし、 も後に入った ン にもそれを られていたら しいです。

だから、この の 、 りも しいことを とい な は、

の らない の とも ると しています。

まとめると HdB は しめる場 、一生の 達ができる場 、 する を れる

場 です。こ な場 はなかなか無いのではないかと います。

はそ な HdB が きで、HdB を れたこと、 めたことは本当に だったと

っています。これまで 年 HdB が いてきた に、これからの 年も学生に

らしい 会を ける であって しいと、 から っています。

Rutvika's speech for the OM Meeting 

Manohar Rutvika Nandan (Indian) 
（Kyoto University）

What is HdB? From an engineering point of view is just a common 
dormitory with walls, bedrooms and common spaces, with an entrance and a roof. But when you 
get inside, and start to live in this place, you understand that is not a common dormitory. It’s a 
family. There are fight, joke, laugh, as in all parent’s house. The place is full of life, a dynamic 
life filled with culture, sport, and food but it’s also quiet and peaceful. It’s different. because 
you’re living by your own, and so are the people living with you. And the dormitory, students 
and staff, push you to know the others living with you. By the many events as excursions and 
common meals, organized by the residents, the students can meet each other. Personally, the 
common meal is my favorite. During this event some of the residents must prepare for the food 
and then share it with the participants to the meal. While cooking you can learn a lot about 
international food, and let others experience your own country by the taste of the food. 
Meanwhile people can get closer each other, overtaking their shyness, opening themselves and 
sharing their experiences. Suddenly the dormitory become your new family, but different from 
your home. It’s a family of friends that share experiences and stories, happiness and sadness. 
And this happens quite fast, thanks to the presence of long-term residents that put lot of effort to 
increase the life quality inside HdB, organizing those kinds of events. There are events almost 
all weeks, keeping people involved. And it doesn’t matter if you spent three years or just few 
months, it will become a home, it will be your home from the beginning.  
HdB has been an important part of my life since the last two years. When I first came to Japan, I 
was given a room in a dormitory in Uji. This dormitory, though next to the Uji Campus of Kyoto 
University is quite secluded. The rooms are self sufficient and you don't really have a feeling of 
community. Going there from India, where everyone is in your business, was a weird experience. 
I had no friends, I struggled to live alone. That with not knowing the language almost made me 
want to quit my degree and go back. After coming to HdB, everything changed. I found a sense 
of community, a sense of family. My lonely life brightened up. I started talking to people, 
making friends and learning to speak in Japanese. People in HdB have become my friends for 
life and for that I feel a strong sense of gratefulness. I want to continue the spirit of HdB for the 
coming years. It gives outsiders like me a place to which they feel they belong. It makes life in a 
new country much easier. Thus, I would appeal to all of the OMs and residents present here to 
put in efforts to make this place not just survive, but thrive for the coming years. 
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Richard's speech for the OM Meeting 

Welsh Richard Louis (Zimbabwean) 
（Kyoto University）

Institutions that promote international understanding and student 
support like HdB are something that the world needs these days. 
All over the world billions of people have access to infinite 
content and communication via the internet, so there is always 
potential for misunderstandings whether they be cultural, 
political, linguistic, etc. Academic collaboration is also 
something which has been enabled and is arguably one of the key 

benefits of globalization. Students and researchers travel to study and work in foreign countries 
frequently now and we need to provide services to facilitate this. In my talk, I would like to 
elaborate on how HdB addresses such issues and why its holds such a special place in our hearts 
because of this. 
Firstly, all residents both past and present will tell you that HdB is like a “home away from 
home” and there is nothing else that equals it. Living in another city or (perhaps in most cases) 
another country can be a stressful, lonely and difficult thing to do, but not if you live with us. 
Our building might be getting old, but we have something invaluable which still makes every 
day here worth living – a family. A multiethnic, multicultural family that will simultaneously lift 
you up and humble you in front of all those you deal with. Like a family, we have our differences 
and it isn’t always easy to get along, but at the end of the day we understand each other better 
and let bygones be bygones. This is a group of people who you can receive support from in your 
time of need and possibly solutions you might not have thought of. 
In Japan, foreign students have it particularly tough when it comes to language and cultural 
barriers. Japanese people are very polite and try so hard to help you, but most of us still find 
ourselves in a position where we have no autonomy and can’t do basic things like paying for 
health insurance. Thankfully, everyone in HdB has a passion for languages to some degree. In 
fact, half of the residents who live in HdB are Japanese and they are interested in learning to 
speak English. It also goes the other way. I would say that at least half of the foreign students can 
speak good basic Japanese and have been through all the same trials previously. Like most 
places, Japan’s society is all about jumping through the hoops. A language/cultural barrier can 
lift the hoop up, making it harder to get through, but HdB is akin to a trampoline in this case – 
you can jump higher and its waaay more fun! 
Despite all of the entertainment going on in our lobby most evenings such as ping pong, pool 
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home” and there is nothing else that equals it. Living in another city or (perhaps in most cases) 
another country can be a stressful, lonely and difficult thing to do, but not if you live with us. 
Our building might be getting old, but we have something invaluable which still makes every 
day here worth living – a family. A multiethnic, multicultural family that will simultaneously lift 
you up and humble you in front of all those you deal with. Like a family, we have our differences 
and it isn’t always easy to get along, but at the end of the day we understand each other better 
and let bygones be bygones. This is a group of people who you can receive support from in your 
time of need and possibly solutions you might not have thought of. 
In Japan, foreign students have it particularly tough when it comes to language and cultural 
barriers. Japanese people are very polite and try so hard to help you, but most of us still find 
ourselves in a position where we have no autonomy and can’t do basic things like paying for 
health insurance. Thankfully, everyone in HdB has a passion for languages to some degree. In 
fact, half of the residents who live in HdB are Japanese and they are interested in learning to 
speak English. It also goes the other way. I would say that at least half of the foreign students can 
speak good basic Japanese and have been through all the same trials previously. Like most 
places, Japan’s society is all about jumping through the hoops. A language/cultural barrier can 
lift the hoop up, making it harder to get through, but HdB is akin to a trampoline in this case – 
you can jump higher and its waaay more fun! 
Despite all of the entertainment going on in our lobby most evenings such as ping pong, pool 

and board games, we often sit down and learn from each other too. Having such diversity sitting 
in one room every evening makes for some interesting conversation and you learn things about 
countries that are never covered on mainstream news channels all the time. The world is a 
complicated and messy place where right and wrong aren’t always so obvious. Chatting to 
different people in the HdB lobby has always pushed me to confront points that I never would 
have considered previously, and then form a subtler, nuanced opinion about the topic at hand. 
Perhaps this is the thing which I am the most grateful for. 
From all of this, it is easy to see that HdB fulfils a number of critical needs that our modern 
world has, and in doing so, it contributes towards a positive form of globalization. This 
understanding is something that the human race can benefit from in future generations and 
should be nurtured by everyone involved. 
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す い HdB が きです

 （ ・ ン ン）（ ）

（ 学 合人間学 ）

HdB に てから 年 どた 、 り って見ると

こ なこともやってた だ と、 ら見ても っ り

することがいっ いあります。生まれて めて と

を れ、最 はさ しがりの な一人の 学生であ

った を、そのころは予 もできなかった 、 、

学 の 会を に 、 の も り 明か

にして れたのは HdB でした。

に しいことを に追いかける にとって、HdB
は を ま い、 いて れる の な 在でし

た。 な を 、 いに な や を き

入れて れる HdB の なは、 の っていた しい の を て れました。

人 の の た から され、 もいい をお ししたいと で、

は なのために にできることは何であるかと積 に る になりました。

け いで、 の り出した い の の で で た にとって、

しいこと の とは の を含 、 して しい こととは い れな

いものでした。しかしそ い が、やったことのない リッ の ン

に したり、人 で ったり、 ったり、 なが たがる な ッ の

ン工 を しめる になりました。これは、物事を ・ でしか てい

なかった な が HdB での生 の で まってきたからではないかと い

ます。HdB での生 は 解・ 解ではな 、 な 解が 在している だと に

て れました。これに 、HdB の 者である H  の 最 の

とその 在が て れる を に、H  や な ン を し

て、 態 ・ ・積 さを てもら たのは だけではないでし 。

の人生の でこ なに に に れられる に かれたのは HdB が

めてで、HdB 後で の る い の は き りました。 りの と

どが た な 、 、 を っていた での学生生 の で、 の

い とはどっ かとい としばしば でめ ど さい な の

かば るものでした。 に、HdB での生 の で い は の で

のある なものに ってきました。 から まり、 なる ・

を けてきた HdB の なにとって い はあって当たり なことであり、 生

の で い を無視し、 か にはいられないものなのです。 ものが る
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（ 学 合人間学 ）
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こ なこともやってた だ と、 ら見ても っ り

することがいっ いあります。生まれて めて と

を れ、最 はさ しがりの な一人の 学生であ

った を、そのころは予 もできなかった 、 、

学 の 会を に 、 の も り 明か

にして れたのは HdB でした。

に しいことを に追いかける にとって、HdB
は を ま い、 いて れる の な 在でし

た。 な を 、 いに な や を き

入れて れる HdB の なは、 の っていた しい の を て れました。

人 の の た から され、 もいい をお ししたいと で、

は なのために にできることは何であるかと積 に る になりました。

け いで、 の り出した い の の で で た にとって、

しいこと の とは の を含 、 して しい こととは い れな

いものでした。しかしそ い が、やったことのない リッ の ン

に したり、人 で ったり、 ったり、 なが たがる な ッ の

ン工 を しめる になりました。これは、物事を ・ でしか てい

なかった な が HdB での生 の で まってきたからではないかと い

ます。HdB での生 は 解・ 解ではな 、 な 解が 在している だと に

て れました。これに 、HdB の 者である H  の 最 の

とその 在が て れる を に、H  や な ン を し

て、 態 ・ ・積 さを てもら たのは だけではないでし 。

の人生の でこ なに に に れられる に かれたのは HdB が

めてで、HdB 後で の る い の は き りました。 りの と

どが た な 、 、 を っていた での学生生 の で、 の

い とはどっ かとい としばしば でめ ど さい な の

かば るものでした。 に、HdB での生 の で い は の で

のある なものに ってきました。 から まり、 なる ・

を けてきた HdB の なにとって い はあって当たり なことであり、 生

の で い を無視し、 か にはいられないものなのです。 ものが る

のが何が しい となると いますが、 い を の の学 、 の の

の しい き、 内容 の がりは い があってからこそ できるもの

と は い、 てきました。HdB の もその い を積 に出す に

を して れるので、 の を出しやす 、 なの も見やすい なのです。

HdB の なの生 の の 値 、 に する 、 べ物 、 の など

に現れる い 、 の を、 は 間をかけ 法を見に けました。

の い いや ン も り って見ると、 れでいい だったと います。

まだまだの ですが、HdB での生 から は し な学 を た がします。

できればもっと なの しい な日 を したいのですが( )、間をお

いてまたも し した なに会 るのを し にします。 まで にとって

以上の 在としていて れた HdB の き、 き、 き、 ン き、

き、 話 きの なに の を し上 ます。
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HdB に って

内

（HdB 事 、 学 、1965OM）

と との出会い

が HdB（Haus de Begegnung Kyoto：出会いの ）に入 する 3 年 、

の から ってきた当 （1962 年 4 月）、 からの 費

学生や 学生と出 ことが なりました。 ら 学生は や 学の 入

が でない の で、日本 の修 や下 しで っていました。そこで 学生

と一 に 学 学生 の会 とい 学生 ク をた あ 、 学生 に取

り ことになりました（本 ク は 13 年 きました）。この ク の が

学生として、 の立場で日本人学生と 人学生とが し、 いの ・風 ・

社会を 解して、 いては を ることを とする とのことでしたが、現

は 学生の しや、日本 を たりする な ばかりで、 と

の を ていました。 学生を き けるとい 下 に からの 学生を

すると、 に な をして られるとい ことも ありました。当 日本人

の の では 人 人 とい 風 でしたので、 何に の学

生達の を け、その 先が 学生にも ってきていました。そこで本学生

ク も に 学生 を ろ とい もしていましたが、ある日 に しい

学生 が出 るとい 話を いて、 の HdB を 人の 学生 ン ン

と一 に に行き、現場に られた 者の一人 にお会いして、HdB の

立 （Principle and Purpose）を見 て き して、 の 人 学生達と に入

したのが、HdB との りの まりでした。  

の 期生として

そ な で、最 の ン （ 生）として 年（1965 年 4 月 1966 年 3 月）

しました。当 は最 年間しか れないばかりか ン は だけで、 学

生と 年 なら日本人学生は いとして日本人は 生以上とい 入 がありま

した。 に 生 するための最 の はあったのですが が 出する

でした。 された の 人と合 場 は だけ、 以上には上 ては

ならないとい がありましたが、 当日の 4 月 1 日に 物を できた

学生の 人 が 2 に上がり に出入りし、その後も 達が 2 以上に上

がることが に きていました。 に と日本の の ン （HP）
がいたので、 が に話し合 最 の人 は 15,6 人 と 法 に い、

の学生 17 人は日本人 HP と、4 の学生は の HP と一 に ン
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ク も に 学生 を ろ とい もしていましたが、ある日 に しい

学生 が出 るとい 話を いて、 の HdB を 人の 学生 ン ン

と一 に に行き、現場に られた 者の一人 にお会いして、HdB の

立 （Principle and Purpose）を見 て き して、 の 人 学生達と に入

したのが、HdB との りの まりでした。  

の 期生として

そ な で、最 の ン （ 生）として 年（1965 年 4 月 1966 年 3 月）

しました。当 は最 年間しか れないばかりか ン は だけで、 学

生と 年 なら日本人学生は いとして日本人は 生以上とい 入 がありま

した。 に 生 するための最 の はあったのですが が 出する

でした。 された の 人と合 場 は だけ、 以上には上 ては

ならないとい がありましたが、 当日の 4 月 1 日に 物を できた

学生の 人 が 2 に上がり に出入りし、その後も 達が 2 以上に上

がることが に きていました。 に と日本の の ン （HP）
がいたので、 が に話し合 最 の人 は 15,6 人 と 法 に い、

の学生 17 人は日本人 HP と、4 の学生は の HP と一 に ン

や ン を行 ことになっていました。学生を して何をし としている

かが 解できないとい ので、全員一 で ン や ン を行 べきだと

い 見が出たりで ン は何 も めていました。当 は 生で 学生との

があった日本人は だけでしたので 学生といろいろと した後、 が 学生の

見を する学生 員会が である と 先生に することになりました。

しかし話を いた先生が 立 したのには きました。60 年 のな りもあ

り、 の 学の学生 が学生 となり 悪の は学生 と っ

ていた で、学生の には をしていた でした。何 かの話合い

の後、現在の学生 である 、 、会 、 記と ン を含

とい が出 て、現在の が されることになりました。

ン して

その 10 年後に に日本人 HP の きが出 て、まだ で 学 の であっ

た に HP（ ン ）として入 する にと されました。一年 は

で、 年 は結 して HP（1973 年 3 月 1975 年 6 月）の任を けました。

10 年 に当たり、10 年の記 行事を行いましたが、それを記 して

YEARBOOK を りました。結果としてそれが YEARBOOK の 2 となり、その後は

YEARBOOK が 年 行される になりました。 に 10 年 に が った

が現 と合 な なっていたので改 したりしました。

2 の HP は 学から した で、 3 年間（1987 年 4 月 1990 年 8 月）

ど入 しました。その も の改定を行いました。また、 ン

や 会などで何かと に をかけていることから、 のお りに積

に しましたし、 との を とした 1 の べ物 り

を しました。この べ物 り は れることな 現在も いていること

は しい りです。

事として

その後も に るとい ので、学 員 や 事、 事を かって

いました。21 を る 、 に なことが きました。35 年間も HdB
に し 資 や 費を めて ン を り で HdB を

してきた SOAM と、 な が したことです。HdB の で 見が

なったと れていますが、SOAMの な が きたことが の でした。

は を っていますが、 の人 が 会にも寄附をし、その寄附

を いて の をしていました。しかし 者達が寄附をしな なったこと で資

りが悪 なり、 になった日本に何 お を のかとい ことが 視

されていた です。 から ン も も られな なったこと

で、日本人 ン だけで することになりました (1999/12/31)。また

の で、 を して ンに を な されたことや、 物が
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合 物 と 定されて、その が出 なければ HdB は閉鎖 るを

ない に りました。そこで の 人である 学 と

に 事に 任して き、 事を 員 とした 員会が

を しました(1999/10)。ま OM や在 生達に る学 を る を

めて、 を て の 学生 にお いし、 事の けを りて（ ）日

本 会から、改修工事費の 1/3 が を けることになりました。また

事の きで 会 から 2 千万円の寄附を けられることなり、そ

れが き となり、 （200 万円）や （100 万円）、 、 の の

に って改修費（5,800 万円）が められ、閉鎖の を り ることできました。

事 を き けて

2007 年 4 事 が なられたことで、 事 を き 13 年 （2007
年 5 月 2020 年現在）が としています。その間に 45 年記 、50 年

記 を行いました。 に法人 の 改 に し、当 法人も 法人

に 行する きをして無事 行することができました(2013.4.1)。その 2年後には

の資 も取りました(2015/3/31)。

本館の耐震 と に いて

しかし 2000年の から 10年も たない内に HdB の に すること

になりました。日本列島を襲 路 震災（1995）・ 日本 震災（2011）など

が となり、 の 耐震 をしなければならな なり、HdB の耐震

を る が生 ました。ま HdB を した 工 に一 をお

いすると、 後 50 年 HdB 本館は、耐震 が しているので耐震 が

とい を けました（2013）。 には最 1.5 円は である。しかし

しても何年 物を できるか 明とい しい 内容でした。 が

在する 館は て が として最 1 円は とのことでした。当然 後

も ているので、 ・ ・ などの ン の が してきまし

た。当 の は なので で が まることが 、 も な

り 容 が らな なって ていました。

そこで HdB の を立 上 検討を めました。 事会・ 員会・学

員会の 員をも含めた 員会 を し、HdB の 在 値をも含めた

に いて を てきました。 事 任後、 路 震災で被害を けた

館を て すための積 立てを していたのが 3,000 万円 どありました。しか

し本館の耐震・ 修もするとすれば、全然資 が りま 。そこで、資 めのた

めに を しましたが、全て無 なっていました。それまで 学生 に

していた（ ）日本 会は 立行 法人日本学生 に され

学生 事 は 2009 年 に されていました。 も も 学生

の 物の は無 なっていましたし、日本 も 学生 の は
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合 物 と 定されて、その が出 なければ HdB は閉鎖 るを

ない に りました。そこで の 人である 学 と

に 事に 任して き、 事を 員 とした 員会が

を しました(1999/10)。ま OM や在 生達に る学 を る を

めて、 を て の 学生 にお いし、 事の けを りて（ ）日

本 会から、改修工事費の 1/3 が を けることになりました。また

事の きで 会 から 2 千万円の寄附を けられることなり、そ

れが き となり、 （200 万円）や （100 万円）、 、 の の

に って改修費（5,800 万円）が められ、閉鎖の を り ることできました。

事 を き けて

2007 年 4 事 が なられたことで、 事 を き 13 年 （2007
年 5 月 2020 年現在）が としています。その間に 45 年記 、50 年

記 を行いました。 に法人 の 改 に し、当 法人も 法人

に 行する きをして無事 行することができました(2013.4.1)。その 2年後には

の資 も取りました(2015/3/31)。

本館の耐震 と に いて

しかし 2000年の から 10年も たない内に HdB の に すること

になりました。日本列島を襲 路 震災（1995）・ 日本 震災（2011）など

が となり、 の 耐震 をしなければならな なり、HdB の耐震

を る が生 ました。ま HdB を した 工 に一 をお

いすると、 後 50 年 HdB 本館は、耐震 が しているので耐震 が

とい を けました（2013）。 には最 1.5 円は である。しかし

しても何年 物を できるか 明とい しい 内容でした。 が

在する 館は て が として最 1 円は とのことでした。当然 後

も ているので、 ・ ・ などの ン の が してきまし

た。当 の は なので で が まることが 、 も な

り 容 が らな なって ていました。

そこで HdB の を立 上 検討を めました。 事会・ 員会・学

員会の 員をも含めた 員会 を し、HdB の 在 値をも含めた

に いて を てきました。 事 任後、 路 震災で被害を けた

館を て すための積 立てを していたのが 3,000 万円 どありました。しか

し本館の耐震・ 修もするとすれば、全然資 が りま 。そこで、資 めのた

めに を しましたが、全て無 なっていました。それまで 学生 に

していた（ ）日本 会は 立行 法人日本学生 に され

学生 事 は 2009 年 に されていました。 も も 学生

の 物の は無 なっていましたし、日本 も 学生 の は

無 なっていました。 に悪いことには、HdB の 物が てられている は で

すから、 を に 資は けられま 。結 、 間からの寄附に るしかない

ことになります。 生（OM）達の や の会社、 リ ク 、 オ

ン ク の他、一 にお い るを ま 。

は する 値があるか

HdB が された当 の は りましたが な が で、9.11 の
、その後の リや などでの 、 ・ にま る 立

の 、 には と の の と に、 は

、 先 や ピ リ に れ きながら き を けてい

ます。 立以 が ましたが、人 ・ ・ の を し、 人

と 人との ・出会い を 視して、 の生 を て を けている HdB 
の 在 値は、 にも して、ますます き なっていると ています。

学生 HdB の を 上 ると あります。 1965 年に の で 立

された の 学生 であります。 日本人と 学生とが の で入 してい

る日本 の の 学生 であります。しかも に在 する 学生は

資 あります。 学生の入 として の から 3 までとしているので、

に 10 ヶ 以上の 学生が しています。そして に 10 の日本人は され、

は 1：1 であります。 ン （ ）が学生と一 に

生 し、 ・ をしています。 台 や ・ を し、

然 に 生 の 出会 を ける寄 を取っています。 ン （

事会）、 べ物 り、 、 の行事を定期 に行い、 を

た ン と の と を行っています。 学生の と

ン と一 に する とい をも 、 の 事を して 生

をしています。 に 生 の ・ (principle and purpose) を 、人間

解・人間 の場として がされている クな を 学生 であると

しています。

現在日本には 30 万人以上もの 学生が 在しています。 ら 学生に なる を

するだけでは、日本人学生にとっても 学生にとっても、 に であると

っています。その 9 が からの 学生です。明 以 な に しな

がら、 い や も している な 、日本に れて、日本を 学 に

きた 学生を な人間 の 者 として け、日本の学生達との

生 を て 解と を い める 人間 解・人間 の場 として、

には を 人 の場 として さ ている 学生 は日本 しとい

ども、当学 HdB だけである っています。
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の と の見 しと工事の 期に いて

て には、 にも りますが、5 円 10 円は と判明しました。しか

し 耐震 （2016）で本館は 1 の一 の と の耐震 だけで であり、

その 修をすれば後 は とい 結果でした。そこで て ではな 本館の

耐震 と ン の改修の で、この が り られることが判明しました。

本館の耐震・改修費 は 1.5 円、 館の は 1 円で、 額 2.5 円は

であるとい 見積もりが出て、 を しました。

した には HdB を、 生の として、 ば 間・

間 話の をしたいと ています。また のお いとしては、 学生・

場 ・ 者の の場を りたいと ています。 に の

災 として、 震・ 然災害に た 人向けの の 達などを た

な として って行きたいと ています。この に て 額 2.5 円の

が立 上がりました（2017.6 ）。

： 額 2.5 円

員会 ： （ 、 学 、

              立 会 館 、 者）、立 （ 工会               
会 、 オ ン 会社 会 ）

1. 員会の立 上 ： 員 ： 野 員

2. 額： 2.5 円

3. 工会 の な 100 社にお い

4. 会にお い： ・ ・ の

5. ク ン ン ： 日  A-PORT 
6. OM の人達 の かけ

7. の 取 ：NHK、 、 日 、 日 、

しかし 2 年間の の 果は に なことに、 額の 1/10 とい 結

果でした。

1. 1 年 の に る寄 額 (2019 年 3 月 ) 
人寄附（OM）：14,803,338 円（ を含 ）（OM とは 生）

人寄附：   4,787,000 円

・ ：   3,650,000 円

    合 ：        23,240,338 円  
    2. HdB が していて る費 額は 千万円

この結果を ま て、工事見 しと寄附 額の することにしました。 館

を り し、 生の生 を る本館の耐震 と最 の 工事に り、

額を 9 千万円に した本館工事 に しました。しかし の 額 4 千万

と 2 千万円の合 6 千万円しかな 、3 千万円 していることになります。こ

の 3 千万円を 額とした を し を しました
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の と の見 しと工事の 期に いて

て には、 にも りますが、5 円 10 円は と判明しました。しか

し 耐震 （2016）で本館は 1 の一 の と の耐震 だけで であり、

その 修をすれば後 は とい 結果でした。そこで て ではな 本館の

耐震 と ン の改修の で、この が り られることが判明しました。

本館の耐震・改修費 は 1.5 円、 館の は 1 円で、 額 2.5 円は

であるとい 見積もりが出て、 を しました。

した には HdB を、 生の として、 ば 間・

間 話の をしたいと ています。また のお いとしては、 学生・

場 ・ 者の の場を りたいと ています。 に の

災 として、 震・ 然災害に た 人向けの の 達などを た

な として って行きたいと ています。この に て 額 2.5 円の

が立 上がりました（2017.6 ）。

： 額 2.5 円

員会 ： （ 、 学 、

              立 会 館 、 者）、立 （ 工会               
会 、 オ ン 会社 会 ）

1. 員会の立 上 ： 員 ： 野 員

2. 額： 2.5 円

3. 工会 の な 100 社にお い

4. 会にお い： ・ ・ の

5. ク ン ン ： 日  A-PORT 
6. OM の人達 の かけ

7. の 取 ：NHK、 、 日 、 日 、

しかし 2 年間の の 果は に なことに、 額の 1/10 とい 結

果でした。

1. 1 年 の に る寄 額 (2019 年 3 月 ) 
人寄附（OM）：14,803,338 円（ を含 ）（OM とは 生）

人寄附：   4,787,000 円

・ ：   3,650,000 円

    合 ：        23,240,338 円  
    2. HdB が していて る費 額は 千万円

この結果を ま て、工事見 しと寄附 額の することにしました。 館

を り し、 生の生 を る本館の耐震 と最 の 工事に り、

額を 9 千万円に した本館工事 に しました。しかし の 額 4 千万

と 2 千万円の合 6 千万円しかな 、3 千万円 していることになります。こ

の 3 千万円を 額とした を し を しました

（2019/2/29）。そして耐震・改修工事は、2020 年 4 月から 8 月までの 5 ヶ月間に行い、

その間は学生達も含めて全員退出し、本館を閉鎖して工事をする予定にしています。

追記：上記までが、この 6 月に講演会でお話しをした内容です。しかし 2019 年 11
月に 2020 年 4 月からの工事に向けて、3 社からの工事の見積もりを取った結果に愕然

としています。予定額である 8 千万円が 3 倍から 5 倍以上に値上がりしていることが

判明したのです。オリンピックや日本列島を襲った台風や震災被害で人件費も物資も

値上がりをしていました。現在、寄附して下さった耐震工事だけでも先にしておき、

その他は一年延ばすか、全ての工事を一年延期するかの岐路に立たされています。一

年後にも値下がりが無い場合には、本法人を預かる責任者として何をなすべきか、当

法人の解散・合併などの最悪の事態をも視野に入れて検討しているところです。
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HdB 立の

の生に いて（ 学生の 講演）

・

（ 学 ）

この の 館 がたまたま ン ッ 追 記 日と 日に行 れることを、

た しはと に し います。1945 年 4 月のあの 日のことに いて しあ る

ことをお し下さい。 リ ・ ン ッ は、 に る他の

被 者た と に、 し ある リ に る解 を けるために、 ッ

ン 容 から れ出されました。 人た はある のただ に められ

ました。かれらの には、 人 リンの もありました。日 日になって、

ン ッ は被 者 の 者から、 リ の を することを

されました。かれはこれを りました。そして、 の 人がこの を行 こ

とを したとき、は めてかれはこれを 行したのです。かれのこの態 は、 れ

れの らしい学生の との において い を っています。この の後ま

もな 、 ン ッ は他の な 人た から き されて ッ ン ク

（ ン）に 行されました。4 月 9 日 、そこで は されたのです。

リ の 員 ン・ は、かれの最後の をこ ています。 これ

で りだ。しかし たしには生の まりだ と。

この ン ッ の最後の は、1 の らしい生の 解を めています。こ

の との において、 らしい生の 解と と の生 の出 の をしばら

して たいと ます。この における の生に しては らしい生の 解

が であると しますと、何か に かも れま 。現 の人生 には

に なものがありますが、 めると 2 の 本 な に けられ

ると います。すな 、 と無 判   学 がそれ

であります。 と どすべての は、 れ れの現 在の被 定 の 後に

生の 在することを します。このことに して た しは、 の の

解や また 間 における 者 に いて い します。 ク

が リ を して、それが 生を ことに って人間を にす

ると責めたのは 当であります。たしかに れ れ リ 者は の生 を す

る り、 生を ら に する な 向を 年にも たりて してきまし

た。かってある リ 人が た し しました。 れ れのところ やってきた
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HdB 立の

の生に いて（ 学生の 講演）

・

（ 学 ）

この の 館 がたまたま ン ッ 追 記 日と 日に行 れることを、

た しはと に し います。1945 年 4 月のあの 日のことに いて しあ る

ことをお し下さい。 リ ・ ン ッ は、 に る他の

被 者た と に、 し ある リ に る解 を けるために、 ッ

ン 容 から れ出されました。 人た はある のただ に められ

ました。かれらの には、 人 リンの もありました。日 日になって、

ン ッ は被 者 の 者から、 リ の を することを

されました。かれはこれを りました。そして、 の 人がこの を行 こ

とを したとき、は めてかれはこれを 行したのです。かれのこの態 は、 れ

れの らしい学生の との において い を っています。この の後ま

もな 、 ン ッ は他の な 人た から き されて ッ ン ク

（ ン）に 行されました。4 月 9 日 、そこで は されたのです。

リ の 員 ン・ は、かれの最後の をこ ています。 これ

で りだ。しかし たしには生の まりだ と。

この ン ッ の最後の は、1 の らしい生の 解を めています。こ

の との において、 らしい生の 解と と の生 の出 の をしばら

して たいと ます。この における の生に しては らしい生の 解

が であると しますと、何か に かも れま 。現 の人生 には

に なものがありますが、 めると 2 の 本 な に けられ

ると います。すな 、 と無 判   学 がそれ

であります。 と どすべての は、 れ れの現 在の被 定 の 後に

生の 在することを します。このことに して た しは、 の の

解や また 間 における 者 に いて い します。 ク

が リ を して、それが 生を ことに って人間を にす

ると責めたのは 当であります。たしかに れ れ リ 者は の生 を す

る り、 生を ら に する な 向を 年にも たりて してきまし

た。かってある リ 人が た し しました。 れ れのところ やってきた

が った。 上にあるものを見 と。 れ れが上を見ている間に、

ッ 人は れ れが 上に っていたものを め った 。 生 解は

の に けることができるでし 。すな 、それは り き生を 後に期

して現在の生を 当に しない。この の生における のものを し、 上

のすべての を ことな 耐 ものだと。しかし、この 生 解

に ら 無 判 学 生 解もまた に であります。これは、 然 学

に できるものの が られ るとし、 後の生の ときは にす と

ます。これら また 見解は、ど らも結 は無 判 である に

であります。 者は に に寄りかかっており、後者は 然 学

のその の立場に しています。 れ れは、これら の生 解にたいして

に然りと とを します。 判にたいしては然りであります。

後の 生の が の に して られることを れ れは

していますが、しかしこれらの をそのまま けいれることはもはや で

あります。 に、 れ れの 判はあら る の ・ 学 にたい

しても向けられます。 れ れは、 上に を、 人間社会を 現し

るとは ま 。 の でな 、 もまた な 判の

に結 は ないことを、 れ れは っているのです。しかし、いままさにこ

の 判に立 生にたいする一 な然りを は さ ばなりま 。

の っている い は、すべて りである けではありま 。それは、

現 の の ク 、また においてこれらの が生き

けている事 を しているのです。 い 期 は、 期 と 、

一 の の を っています。この は、いまは れ れにはあるいはただ予

され るの であるかも れま が、 なことは、 れ れの の

に いてそれは は見出され るものだ、とい ことであります。それは、

なった の人間との生きた において られるものなのです。この では、

い あるいは 期 を った人間と、 な 判の にすべての

を した人間とが、 ン ッ の と で生きた を いて に る人

間と に の生を な のです。 の と期 とが と れと するとこ

ろに、 らしい生の 解が り るのです。か て明らかなことは、この において

は 生 解と 生 解とが ながら められ、また ど らも

れているとい ことであります。

れ れは、 れ れの で ピ に生きている人 を めますが、

にその人 の の が何であるかを の生の で て行 のです。この

の は ピ 、 、 学 のい れでもありま 。 ピ

の するところは、 の生が と の の人間社会における

現であるとい ことです。この な 定のもとでは、この 達 のために

れ れは（ に オ に って）すべてをなさ ばなりま 。この の
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ン にとっては、このことは、お いの に に を 、 を 現

ばなら ことを します。そ なれば、この は リ か、

かあるいは となってしま けです。その な は 上 あります。

この な では、 員会とか 者などが学 をする 者た をかれらの に

べ 、 な、あるいは オ な を行 のです。た 、

な 、 リ 者、あるいは 者とい のが、その な の

生の でありまし 。

も ろ 、これ以 にも は 在します。といっても結 は に るので

すが。い る 立 な無 な の生とい ものを て まし 。ここで

は、 、 学 、 な った はすべて てられます。 れ れすべてに

とって ましい さな が にされます。 な 果を する とか、

における立 な が まれるでし 。あるいは しい や、しばら 後には

しい などが の内容であるかも れま 。 すれば、 とは、 な他の

人 の に、 間 での ばしい現 在を するのです。この な の現

は に ら た ないものです。しかし、しばしばこれらの さな を

にま れさ たのは、 あるいは 者た の べき でありま

した。かれらはやって てこ います。 おま は 会のために生き ばなら 、

あるいは おま は のために生きるべきだ 、またあるいは おま は

のために な ばなら と。

れ れは、 者や た の ピ にたいすると に、無

者た の にたいしても然りと とを します。これらの を、 れ れはい

ば り け入れます。この では、 オ に いて 、 に

にはめられ、 に を 定している人 を、すべての を た に立

に生きる人の と 生 しめるのです。 れ れは、これらの人 と に、あな

たがたの や をも け入れまし 。この で なことは、 れ れの然り

と との 定は、 れ れが人 とその 向とを に また ことに ってな

される、とい ことであります。 の期 は、そこから何か しいものが生れ出る

な解 に かれ ばならないのです。この しいものは、た に なもので

も、 オ 、 ク なものでも、 リ なものでも、

また なものでもありま 。この しいものは、これら な人間 や

の でもありま 。また の 学 、 学 期 の 合でもないのです。こ

の しいものは、 の生の 向の であり、 れ れの の を する

ものであります。それ 、この の生に いて、 立する に って 、

また然りと とを に ることは しいことなのであります。 って さ も、こ

の生 が ・ の の で しい において の生であることを
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ン にとっては、このことは、お いの に に を 、 を 現

ばなら ことを します。そ なれば、この は リ か、

かあるいは となってしま けです。その な は 上 あります。

この な では、 員会とか 者などが学 をする 者た をかれらの に

べ 、 な、あるいは オ な を行 のです。た 、

な 、 リ 者、あるいは 者とい のが、その な の

生の でありまし 。

も ろ 、これ以 にも は 在します。といっても結 は に るので

すが。い る 立 な無 な の生とい ものを て まし 。ここで

は、 、 学 、 な った はすべて てられます。 れ れすべてに

とって ましい さな が にされます。 な 果を する とか、

における立 な が まれるでし 。あるいは しい や、しばら 後には

しい などが の内容であるかも れま 。 すれば、 とは、 な他の

人 の に、 間 での ばしい現 在を するのです。この な の現

は に ら た ないものです。しかし、しばしばこれらの さな を

にま れさ たのは、 あるいは 者た の べき でありま

した。かれらはやって てこ います。 おま は 会のために生き ばなら 、

あるいは おま は のために生きるべきだ 、またあるいは おま は

のために な ばなら と。

れ れは、 者や た の ピ にたいすると に、無

者た の にたいしても然りと とを します。これらの を、 れ れはい

ば り け入れます。この では、 オ に いて 、 に

にはめられ、 に を 定している人 を、すべての を た に立

に生きる人の と 生 しめるのです。 れ れは、これらの人 と に、あな

たがたの や をも け入れまし 。この で なことは、 れ れの然り

と との 定は、 れ れが人 とその 向とを に また ことに ってな

される、とい ことであります。 の期 は、そこから何か しいものが生れ出る

な解 に かれ ばならないのです。この しいものは、た に なもので

も、 オ 、 ク なものでも、 リ なものでも、

また なものでもありま 。この しいものは、これら な人間 や

の でもありま 。また の 学 、 学 期 の 合でもないのです。こ

の しいものは、 の生の 向の であり、 れ れの の を する

ものであります。それ 、この の生に いて、 立する に って 、

また然りと とを に ることは しいことなのであります。 って さ も、こ

の生 が ・ の の で しい において の生であることを

解されるとき、それが であると に であると、 に ことがで

きるでありまし 。

さて、生の 解の に いて、 の生の の との で て まし

。この の生 は、 の で でし か。 ン は に何の も

ないのでし か。ここでの生 は、他にい らもある や と の で、た

に 学生生 の の ときものでし か。 あるいは、学生を

の に って し とする た の の下に行 れるものでし

か。も ろ 、こ い にも一 はあります。 の学生はその生の 向を見

っています。かれらはい れかの オ に を 、 の と

されてしまっています。他の学生た は い生 の となって、人間社会におけるか

れらの の責任を してしま のです。 者、あるいは後者の とき学生た を

この しい で することは、はたして 当でし か。 学生た はかれらの

い生 を しそ に、あるいは しそ に べきでし か。また、 者、

あるいは 者になるべきでし か。この の立てかたは し ありま 。

この いは、 な、 明な生の 解と の 解から られる いだからで

す。 の生の は、人間が な をもって に生 するところにも、

またあら る 、あら る 、あら る から かるところにも 立はしま

。この は、人を出 いに の に現 れ るものです。この と

に、 き の生は立 もし れもいたします。それ 、この から、この

において、またこの のために生きることが のことなのであります。これこ

そが、 れ れが に らし 立 ばなら なのであります。

この は、この から、またこの のために てられたものです。この が

から てられたことは、1 の な です。日本におけるこの な学生の

の 現を して責任を取り、またそのために して た それ れの に

おいては、 には する生の 解に立 人 が しています。ある人 は

リ 者であり、他はそ ではありま 。この の 現のために を し、また

そ するであろ の人 は、 な リ と に ことはできないで

し 。他の人 は、この が 会 ク の期 に そ にないことを れる

に いありま 。しかし、あら る の期 と れの で、これらの人 は に

をして たのであります。この人 は、 らしい なったものを かにするため

に、その な期 と れから らを解 する をした人 なのであります。

た しは 5 年 に日本を って に り、 の生の らしい 解を

し めたのでしたが、その 日本における さ と のことを いたしました。

会 ク の からこ い が られました。 あなたのやろ としている

39



ことは、あまりに リ だ。 れ れの後 できる事 は、 に リ

なものに られるべきだ と。これにたいして 会 からの は しました。 こ

の事 はあまりに リ だ。 れ れは 立 な事 でなければ後 しない

と。しかし他 、あら る の人 、すな 会人、 会人、 ン

者、 リック 者、 人、 の は しました。 こ い ことこそ れ

れの でいたことだ と。この な の で 出 いの Haus der 
Begegnung 会 が 立されたのでした。この 立に先立 においては

会 Scbweizerioche Ostasien mission の な人 が を しまし

た。しかし、 らし 立された 会の内 においても、 の な が解 さ

れ ばなりま でした。会員 に、 人かのき めて な 場に る

人 がいたのです。かれらは、この 出 いの の に、かれら の の

を達 する を見出したのでした。何 とな られた会 の結果、 れ れ

の べき は ながら に たれ ばなりま でした。 れ れの見解では、

立場の人 も の事 に して して ると っておりました。し

かし 立場の 者た はこれに して、かれらの オ を取る者と

でなければ に ことはできないと していたのです。この 、またその他の

事件を して明らかになったことは、 の生の本 は、 れ れが なる

の人 、さらに ならまさに 者と に生 し、 か ばなら ところにこそ

立するとい 事 でありました。

た しは、この が から生い立ったことをお話いたしました。本日 さ が

この 館 に 列 下さっていることは、そのことの であります。 も人

生の もその も なる めいめいが、 の 現のために を めた けで

す。 ことは でも りました。 会 ク 、 会、

会 事  Das Hi し fswerk oer evange し ischen Kirchen der Schweiz それの

なら 会 あるいは他 の 者を含 の 人が、この事 を後 すべ

を めたのでした。この 現を ならしめ た事 の きな を れ れは、こ

こに列 している一人の人物に ています。かれは、この事 を全 で

ある た に ンを Brot fur Bruoer の の任 として取りあ て れた人物な

のであります。

この は、 から、そして のために てられました。 は れ れの

でもあります。 で  Aufgabe とい は の を っています。

それはま 、何ものかを する、 てしま 、もはやそれに しない、とい

を っています。他 、何ものかを っ か 、 する、 現する、と で

もあります。この な の で、 は れ れの なのであります。 れ

れは、学生または として の において ばなりま 。 人は

それ れ、 があるところのものである を し、か するのです。 人
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ことは、あまりに リ だ。 れ れの後 できる事 は、 に リ

なものに られるべきだ と。これにたいして 会 からの は しました。 こ

の事 はあまりに リ だ。 れ れは 立 な事 でなければ後 しない

と。しかし他 、あら る の人 、すな 会人、 会人、 ン

者、 リック 者、 人、 の は しました。 こ い ことこそ れ

れの でいたことだ と。この な の で 出 いの Haus der 
Begegnung 会 が 立されたのでした。この 立に先立 においては

会 Scbweizerioche Ostasien mission の な人 が を しまし

た。しかし、 らし 立された 会の内 においても、 の な が解 さ

れ ばなりま でした。会員 に、 人かのき めて な 場に る

人 がいたのです。かれらは、この 出 いの の に、かれら の の

を達 する を見出したのでした。何 とな られた会 の結果、 れ れ

の べき は ながら に たれ ばなりま でした。 れ れの見解では、

立場の人 も の事 に して して ると っておりました。し

かし 立場の 者た はこれに して、かれらの オ を取る者と

でなければ に ことはできないと していたのです。この 、またその他の

事件を して明らかになったことは、 の生の本 は、 れ れが なる

の人 、さらに ならまさに 者と に生 し、 か ばなら ところにこそ

立するとい 事 でありました。

た しは、この が から生い立ったことをお話いたしました。本日 さ が

この 館 に 列 下さっていることは、そのことの であります。 も人

生の もその も なる めいめいが、 の 現のために を めた けで

す。 ことは でも りました。 会 ク 、 会、

会 事  Das Hi し fswerk oer evange し ischen Kirchen der Schweiz それの

なら 会 あるいは他 の 者を含 の 人が、この事 を後 すべ

を めたのでした。この 現を ならしめ た事 の きな を れ れは、こ

こに列 している一人の人物に ています。かれは、この事 を全 で

ある た に ンを Brot fur Bruoer の の任 として取りあ て れた人物な

のであります。

この は、 から、そして のために てられました。 は れ れの

でもあります。 で  Aufgabe とい は の を っています。

それはま 、何ものかを する、 てしま 、もはやそれに しない、とい

を っています。他 、何ものかを っ か 、 する、 現する、と で

もあります。この な の で、 は れ れの なのであります。 れ

れは、学生または として の において ばなりま 。 人は

それ れ、 があるところのものである を し、か するのです。 人

はそれ れ、 が責任を 事 に すべきであります。もっとも なことは、

この に も としている人はすべて、 にとって な事 を に い す

ことです。 人は のあるがままに在ら ばなりま 。そしてこのことに す

べきであります。これが であります。そしてこれはさらに、 人が他者をも

しめ る な をなすことをも いたします。と に される態 は、話

し合い、 まり な と りかけの態 であります。このことに して さ

れる のあるのは、 とは何かとい ことであります。それは、人があるとこ

ろのものを に い さ こと、そして他者の に ことであります。

この の ン に、この な の で られることな 生 できる な

ことが されてはなりま 。 にまた のことが されます。 の 、

まり の解 とい ことは、 の 立 の に らたな の を

するものです。 な話し合いは、 れ れが での を てて に

を と に、は めて となるものです。このことは な の生の

を すでし 。 人は に 退と の 上にある けです。 れ れ

は、 人は 人として、日本人は日本人としてまさし そのまま まるので

す。 人は の を 定すべきであります。もし かがその を し と

する場合は、それは か 全です。日本人であり、 リ 人であり、 とい

ことは、いいことではありま か。な 、 れ れは れのき めて な、そし

てしばしばき 立った にたいして然りを ばなら のでし か。また

に、な を ばなら のでし か。 た しは 人として、 れ れや

た し にたいしての なら 、日本人、 リ 人、 人 にたいして

も に を立てます。な れ れは にたいして だり ったりしてはなら

のでし か。 れ れはこの然りと の において に生きるべきであるし、

また生きることができるのです。また、そこにこそ 、すな 、 解、

解の に としての を すべきであるし、またそ することができるので

あります。

この に、 は の の 件として り立っているものです。それは、

れ れすべてがそこに っている からの の として 立しています。そ

の な の を、 れ れは と ています。この において、 の

を ることな に とい ことは されるべきことではありま 。この

ことにたいする生 においては、 の は けるべきでありまし 。

れ れは にすれ い 生きるべきではありま 。 とすべきことは、

れ れがすでに何らかの オ や や人生 を追 するのではな 、

をこそ追 する態 にあるとい ことであります。 れ れは、 はすべてを い

ていることを ています。それ 、 た しは、 に いての の が り

であることを したとすれば、そのときは 者、 者、 者、あるいは
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者にい でもなる ができているのです。 た しは、 リ 、 会、

そして に いての 判を に らし に取りあ と めています。

た しは何 りも、 る と生き をする人 を 解し とする を けた

っています。しかしまた、 た しは することはしない もりです。 か

ら と ることを、 た しは に い して ります。 た しは、 で

あり であり生 である を し し行 でし 。 は、 れ れす

べてを 一の として見ていられる 、すな なる に向って かけました。

この に するとき、 た しはこの の生を、全人 の かしい の の

ための として 解するのです。人間の生の は の生においてその結 に達

すると、 た しは ます。 れ れの行 あら る 定は、 れ れが いにあ

い し、またこの にあい するところに 立するものと ます。しかしながら、

一 のことはこ して であり であると 定される、とい けではありま 。

何が であり であるかは、それにたいして れ れの が かれるときにの 見出

されることです。 があり があります。 い生 も悪い生 もあります。 があれ

ば し も 在します。 と 、 と が 在しています。 にあい す

ること、 の に ことは一 の を します。 の生は、 って れ

れの現 在の における を するものではないのです。 の生は、

に らたな と 立の であり、あら る人間 無 と の 場の生で

あり、 れ れにけっして ものの であり、 れ れの 、そして

れ れの生 そのものを し とするものを耐 ことであります。そして

の生は、この解 にさいしては、人間の 社会の 定のための い、すな お

いのための、また れ れの のための現 在を すべき いにおいて に

その 上にあるものなのであります。（ 責 ）

この は （1965 年 4 月 10 日）での 者 ・

の の生 に いての講演記 です。本館の耐震・ 修工事に先立 、2019 年 12
月 5 日に 下 で から る を していて、内 が見 けたもので、

Principle and Purpose に された を なものと判 して、ここに しま

す。 し らいところがありますが、 の とする は に

るかと います。また、本学 の の にある 期に見 かったことも

いかと っています。 者は 3 事 です。

内
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者にい でもなる ができているのです。 た しは、 リ 、 会、

そして に いての 判を に らし に取りあ と めています。

た しは何 りも、 る と生き をする人 を 解し とする を けた

っています。しかしまた、 た しは することはしない もりです。 か

ら と ることを、 た しは に い して ります。 た しは、 で

あり であり生 である を し し行 でし 。 は、 れ れす

べてを 一の として見ていられる 、すな なる に向って かけました。

この に するとき、 た しはこの の生を、全人 の かしい の の

ための として 解するのです。人間の生の は の生においてその結 に達

すると、 た しは ます。 れ れの行 あら る 定は、 れ れが いにあ

い し、またこの にあい するところに 立するものと ます。しかしながら、

一 のことはこ して であり であると 定される、とい けではありま 。

何が であり であるかは、それにたいして れ れの が かれるときにの 見出

されることです。 があり があります。 い生 も悪い生 もあります。 があれ

ば し も 在します。 と 、 と が 在しています。 にあい す

ること、 の に ことは一 の を します。 の生は、 って れ

れの現 在の における を するものではないのです。 の生は、

に らたな と 立の であり、あら る人間 無 と の 場の生で

あり、 れ れにけっして ものの であり、 れ れの 、そして

れ れの生 そのものを し とするものを耐 ことであります。そして

の生は、この解 にさいしては、人間の 社会の 定のための い、すな お

いのための、また れ れの のための現 在を すべき いにおいて に

その 上にあるものなのであります。（ 責 ）

この は （1965 年 4 月 10 日）での 者 ・

の の生 に いての講演記 です。本館の耐震・ 修工事に先立 、2019 年 12
月 5 日に 下 で から る を していて、内 が見 けたもので、

Principle and Purpose に された を なものと判 して、ここに しま

す。 し らいところがありますが、 の とする は に

るかと います。また、本学 の の にある 期に見 かったことも

いかと っています。 者は 3 事 です。

内

立

30 年 7 月 、 ・ ッ ン として 日された W・

一 （Dr W Kohler）は、 ッ ン 内に 一 を日本人学生の とし

て し、 学生の の をも た。 いで 34 年 、 は

を に、この を 在 の に その をはかるため

会を した。

36 年 1 月、 会は当 生 学 事野間 にその の法

に き を し、一 、 人会 のため 10 の会合を した。

当 の 会の なる ン （ ・ABC ）は

       F・ 後 明

O・ ン N・ 内

の であ た。

36 年 11 月 19 日、 において 一 人の いを し、

を に 、 上、 一 が 後 に て リッ

に 立した 学生の （Haus der Begegnung Zurich） 員会 り、6,000 の

寄附 の入 があ た の が行な れた。なお、出 者 （ ・ABC
）は

、F・ 、 、後 、

、 明、 、 、 、

A・ 、 本 、 島 、 、 、野間

、 島 、 本 一、 、 、O・ ン

一、 一 、N・ 、 、 、

行、 、 野 、内 、 、

H・ の であ た。

37年 3月 24日、生 学 において 2 の 人の いを し、

一 立 人の いの出 者に K・G 、 、 、

の を た。

出 者の り の の 行 員 （ ・ABC ）

、F・ 、 、 、 、

、野間 、 、 、O・ ン 、 一

一 、 、 年 工会 （1 ）
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を 出し、 生 学 （生 学 の に る）において

行 員会を 10 し、 37 年 11 月 24 日 行 員会 の に り 立

人に る 法人 立 会を した。

38 年 1 月 め、 ・ ッ ン 事 A・ ン 日し、本

事 の における後 態 を し、本 における事 法など した。

38 年 4 月 、さらに ・ ッ ン会 W・ク ン が 日

し、当 、 ッ ンが していた の 433 の 上

の を され、 いで 年 6 月 り Brot fur Bruder 
その他の から 67 万 ン（ 5,560 万円）の寄附が ・

ッ を て行な れる の があ た。

38 年 10 月 8 日、 の上 に 法人 立の を行い、

38 年 12 月 16 日 を し、 の日 を以て 法人を 立すると

に寄附行 記 に り 記のもの （ ・A B C ）

（ 事 ）

リッ ・ 野間

が 事に 任した。

38 年 12 月 28 日、 事会において 事 を 事 に した。

39 年 1 月 16 日、 事 記 と に 事 （ ）を

し、 月 事会を し、 日に る。

                                             

この記 も、2019 年 12 月 5 日に 下 で から る を していて、

内 が見 けたもので、 立当 の 員 の記 になると い、ここに しました。

が期した記 か かれていま が、当 の事 を 当した かと います。
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を 出し、 生 学 （生 学 の に る）において

行 員会を 10 し、 37 年 11 月 24 日 行 員会 の に り 立

人に る 法人 立 会を した。

38 年 1 月 め、 ・ ッ ン 事 A・ ン 日し、本

事 の における後 態 を し、本 における事 法など した。

38 年 4 月 、さらに ・ ッ ン会 W・ク ン が 日

し、当 、 ッ ンが していた の 433 の 上

の を され、 いで 年 6 月 り Brot fur Bruder 
その他の から 67 万 ン（ 5,560 万円）の寄附が ・

ッ を て行な れる の があ た。

38 年 10 月 8 日、 の上 に 法人 立の を行い、

38 年 12 月 16 日 を し、 の日 を以て 法人を 立すると

に寄附行 記 に り 記のもの （ ・A B C ）

（ 事 ）

リッ ・ 野間

が 事に 任した。

38 年 12 月 28 日、 事会において 事 を 事 に した。

39 年 1 月 16 日、 事 記 と に 事 （ ）を

し、 月 事会を し、 日に る。

                                             

この記 も、2019 年 12 月 5 日に 下 で から る を していて、

内 が見 けたもので、 立当 の 員 の記 になると い、ここに しました。

が期した記 か かれていま が、当 の事 を 当した かと います。

り

ン 見 日本 の 入

（HdB 事、  B 員 、 学 ）

年 月に 、 会 を 学で行った に、

ン の 者が 出 し して れた。 らは、 立 ン 学 学

の と 立 ン 学の であった。その 立 ン 学か

ら かけがあり、 年の 月 日 日に 学において 、

会が された。日本から を含めて の 者が した。

ン は いと いていたが、 ン に と 、 には と

なった。 では、まだ の さが いていた。 で に になるのに

は入らなかった。 ン の では、 月にならないと は入れないとの

ことで、 に を して さをしのいだ。

日の 会場は 講 で、 者は学生も含め 人にも だ。日本

で行 ときは、 、 人 ら 、 の 立 学（ ）や 立

学（台 ）で行った も 人 であった。 者には日本人に 人 、

リ 人 も った。こ した の きい は、 立 ン

学の では めてとのことで、 学 ての になった だ。 、

講 さらに、 、 、 の もあった。 学にとってこ

の は、 の きい 会の になった である。

の 会 で 演 をして れた 立 ン 学生
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内容では、 は の の を に ・ 学 の 合 を

た。 ン でも における 学 の 合が の でい もの

があった。その他、日本 から、日本の 、 員の 、 員 修のあ

り 、 リ ・ の 、 ン の 学 などの があった。

ン の 者からは、 法、 ン の 学 、 生 の 法、

学 リ の 、 ン の 学 ・ 員 修、日本における ン 学

生の 向 の があった。 リ 者（   ）は、

ン の学 、 人 者（ ン 学）は ン の

学 リ の に いて た。 の後、 の が された。

した 日に、日本人 者 が で ン の

を 内してもらった。 にある きな （ さ ）を 日かけ

て するとい であった。 といっても が生 てな て 生の な さ

い は られた。 ン の を れる や の に がすでに した が

ていた。 に で生 する と 、 が れを していた。 は

するのに な である。その を見るのは めてであった。最 のものは、あま

り き ない を 合 て生 していて、それ れ、 間、 ・ 、

に かれていた。 が まっているある で、 の を に

なった。 きな に と に いた い を入れ かす 法であった。 をした後

りして けると おいしい が出 上がり、しかも の な いのしな

いのが であった。

その から、 学 まで あるとのことで、どの にして 学

するのか いて た。すると を するとのことだった。 ども達は から

の をするので 学生は 上 で いらないそ だ。 の 生 の一

を らされた。 ン ンの きな ( さ )のある場 は

になっていた。そこで、 こ ク に めて った。 で ったことのある の

りも れた。

の 日 日には、 ン の 学 や ン 学 を さ

ていただいた。 ン 学 や は、 者・ 者 のため

視され し 立されたものである。日本の との を に行っている

とのことであった。 に、 、 立 、 は、生 の 学や

員の 修 も に行っていた。 リ や に いてもそれら

のものを にしていた。

ン 学 は、日本の学 を にして 年に された。当 、

学 の であったが、その後、 年に 学 、 年に 学 、

年に が された。い る 一 で生 は 人である。

日本の学 の に し に しているのは、 の であった。

の なら 、 を含めた全人 を す。

学 の に入るときは、上 きに き る。
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に かれていた。 が まっているある で、 の を に

なった。 きな に と に いた い を入れ かす 法であった。 をした後

りして けると おいしい が出 上がり、しかも の な いのしな

いのが であった。

その から、 学 まで あるとのことで、どの にして 学

するのか いて た。すると を するとのことだった。 ども達は から

の をするので 学生は 上 で いらないそ だ。 の 生 の一

を らされた。 ン ンの きな ( さ )のある場 は

になっていた。そこで、 こ ク に めて った。 で ったことのある の

りも れた。

の 日 日には、 ン の 学 や ン 学 を さ

ていただいた。 ン 学 や は、 者・ 者 のため

視され し 立されたものである。日本の との を に行っている

とのことであった。 に、 、 立 、 は、生 の 学や

員の 修 も に行っていた。 リ や に いてもそれら

のものを にしていた。

ン 学 は、日本の学 を にして 年に された。当 、

学 の であったが、その後、 年に 学 、 年に 学 、

年に が された。い る 一 で生 は 人である。

日本の学 の に し に しているのは、 の であった。

の なら 、 を含めた全人 を す。

学 の に入るときは、上 きに き る。

を する。

、学 を行 。その 、 生 は いをする。

を取り入れる。

月 の学 行事を する。 間学 、野 にも を入れている。

の日 （ ・ ン ）は ら出資して、 年

月に ン にやはり日本 の学 ン 日 学 を 立した。

この学 は、 の ン 学 の とい ことで、 の を行っている。

年、日本の は に され、 ば、 員の な 修 態である

は  d として、 の 上 の なら リ 、 リ な

どの先 でも 入される になった。また、 の 、学 行事それに

などは、 と ばれてきた。そ した も として

ン の なら 、 の で され される になってきている。

学生の は、 人 学生と日本人が 生する クな 学生 で

あるが、これも日本 な として にならないであろ か。か て、

先生の で リンに な 学生 が 立されたが きしなかったと いて

いる。 、 や生 の なる人 が 生する は、 が な

り の する が し 生 るを ない現 社会の でもある。

内の なら 社会に向けても 学生 の として することをもっと

ても いと 。

して れた ン の学生た
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が 風

ク に る

ン 学 の先生 と

ン り

HdB での 年

 （ ン・ ン ン）（ ）

学

は 学 学 生で、 ・ 学 学 野に して

いる。HdB には 年 月に入ってきて 年 月 の現 では 年間の 間

を し、 学期の りで退 する。

入 してから HdB が 年の から工事に入る予定だとい ことが かり、

になった。だが、それが 年 、 年 以 とど ど の話になった。

年 月 で から れる にとっては工事が なるのは かったと ッ

するのだ。でも、HdB が無事 できる には工事が なので、 年までは

予 が められて工事に入ることを 。い か に に ることがあれば、工

事の後 った HdB の が たい。おそら ても 年後になるので、その の

ン とは他の ながりがないと が、 会があれば HdB の の ン

とも会って たい。

は 年 月 で、 の では のある日に にいるかど かも

明だ。 かったら 年 月 にある 会が ってからす 、 て

も 月 には退 する。 の と の があるので、 までの 生 期

までとは って 期間が っても めな 、 り し なる。 会の当

日までも がないので、 の に って たい。 で ができて

で か きれいな での生 とお さ の と にいる 達が か

しい。これらが 日してから の しになっていることだから、 が ったらす

りたい。 も日本と は て は いけれども、日本 ど の が

はな 、 本 に ができるので には が かい。

で 年上 期の の を 。 、 には にある

資 会社に入社することを している。 はまだ めていないが、 日日本

を ものにはならない。 の の資 が日本から 達されることがある

ので、 に っては日本 と ンすることはあると 。
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いい で の

（日本）

立 学

2019 年 6 月に めて かれた OM 会にて、 にも ピ をする 会をいただき

ました。その に が った一 に しさのこもった をた さ 向けてもらいま

した。

でも、HdB での生 が な ないかと います。

HdB に入って 4 を ています。これが にとって最後の

です。 も も、 も からないまま、 き けた 1 年 と い、HdB のことを

り、 の に り ける 2 年 になっているとそれとな ています。

や 現 が けている がします。HdB とい 現 に り、 日を

ク ク していた けですが、ここ最 この生 が だったらど し

と な なったことに いたのです。 ら 日の に に行き、

New Resident からは Are you here all the time?と かれるまで、 の 人と して

いる けですが、1 年 どの の の な ではな なりました。そして、

まさに 日 いたのです。 は や HdB での 達を とり とりの人間として

見ることができる になりました。
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いい で の

（日本）

立 学

2019 年 6 月に めて かれた OM 会にて、 にも ピ をする 会をいただき

ました。その に が った一 に しさのこもった をた さ 向けてもらいま

した。

でも、HdB での生 が な ないかと います。

HdB に入って 4 を ています。これが にとって最後の

です。 も も、 も からないまま、 き けた 1 年 と い、HdB のことを

り、 の に り ける 2 年 になっているとそれとな ています。

や 現 が けている がします。HdB とい 現 に り、 日を

ク ク していた けですが、ここ最 この生 が だったらど し

と な なったことに いたのです。 ら 日の に に行き、

New Resident からは Are you here all the time?と かれるまで、 の 人と して

いる けですが、1 年 どの の の な ではな なりました。そして、

まさに 日 いたのです。 は や HdB での 達を とり とりの人間として

見ることができる になりました。

ただし き けた日 では、 人の 、 から た とい 風に、

ン に していた がします。もしかしたらその人 りも の の が

かったかもしれま 。しかし、 日 Common meal の を りながら を し

ていると、 この の ン とってもいい と めてもらい、 オ に行こ 、

ク に行こ と話が り上がり、 がとても合 ことを りました。このときに

何も な て にしていま 。 とりの人と話して、 が合 ことに が い

ただけです。

HdB は として、 ン な ン がた さ あり、 な の

人と出会 ことができます。しかし、そこにとら れす て、出会 人 とり とり

をしっかり見ていなかったかもしれないです。 や で するのではな

、 とり とりとの出会いを にし、その人のことを りたいと いました。

そ と、 の には HdB は の です。ただ人と人が一 に らしている で

す。 な て ないのですから。それでも はここに まる人た が きで、

この で らしていることを に います。 は、改めて HdB での までの記

が り、やっ りこれが だったらど し な て てから りに きそ です。
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My last year in HdB

Tang Mengjia（ ）（ ）

学

My name is Tang Mengjia, come from China. I am studying in Kyoto University of art and 

design. I moved here last spring. It has been almost two years now. I am very happy to have 

such an opportunity to live with friends from all over the world. 

I have studied Japanese for three years so far. The first year I studied Japanese at a language 

school. I rarely have the chance to chat with a Japanese, so my Japanese was a bit strange. 

After coming here, I found that many foreign students speak Japanese very well, especially 

Koreans, they are fluent in speaking.  

Whether in school or at home, I have to talk with Japanese students in the last two years. My 

Japanese ability has improved a lot. Especially writing, after writing a report, I will ask 

Japanese students in HdB to help me modify it. I really like the warm hearted, intelligent and 

creative students in HdB. 

In addition to studying, I also traveled to many places with my friends. For example, 

Rokousan, Kinosaki, Biwako, Kobe and Shanghai… I will start work after graduating from 

graduate. In the last part of my student years, I feel so happy to have so many wonderful trips 

and good memories. 

I hope HdB can be renovated as soon as possible. Let more students  have a nice time here. If 

I can make a lot of money in future, I will try my best to help HdB get better. 
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My last year in HdB

Tang Mengjia（ ）（ ）

学

My name is Tang Mengjia, come from China. I am studying in Kyoto University of art and 

design. I moved here last spring. It has been almost two years now. I am very happy to have 

such an opportunity to live with friends from all over the world. 

I have studied Japanese for three years so far. The first year I studied Japanese at a language 

school. I rarely have the chance to chat with a Japanese, so my Japanese was a bit strange. 

After coming here, I found that many foreign students speak Japanese very well, especially 

Koreans, they are fluent in speaking.  

Whether in school or at home, I have to talk with Japanese students in the last two years. My 

Japanese ability has improved a lot. Especially writing, after writing a report, I will ask 

Japanese students in HdB to help me modify it. I really like the warm hearted, intelligent and 

creative students in HdB. 

In addition to studying, I also traveled to many places with my friends. For example, 

Rokousan, Kinosaki, Biwako, Kobe and Shanghai… I will start work after graduating from 

graduate. In the last part of my student years, I feel so happy to have so many wonderful trips 

and good memories. 

I hope HdB can be renovated as soon as possible. Let more students  have a nice time here. If 

I can make a lot of money in future, I will try my best to help HdB get better. 

HdB とい 場

（日本）

学

年の ックを して た。 年も なことがあったなと った。

年は しいことばかりでもな なった。 を ま る なことや、ど したらいい

か からないことも た。

でも、 にこの はいろ な人た の で られてきたことに いた年

だったと 。 いがいっ い まっている な だとい ことにも。

はやっ りこの を したい。こ な場 ってなかなかない。 は っと

だ。ど してこの はこ なにも な を て人と人とを結 けて れるの

だろ 。もしそれが それ ではな 、 に 人た に け がれてきた

 d の かい なのだとしたら、ど な人も け入れて で

れる かい なのだとしたらそれをど やって したらいいのだろ 。 し

す なのかもしれない。 ばかりに を向けす なのかもしれない。だけど、この

なのだからこ な なや がいたっていいのかもしれないと 。そして、おそら

とい か 、この なことを ている人は一人 ない。 なや はいっ

いいる。( なや とか って

め なさい) 

は 年の に に 間を

してきた人た とお れ

しなければならない。そ

ると、やっ り も に

できたらと 。 はなかな

かそれが ま できないけど、

そ な人た と ってお れ

ができる に、 いのない

間を したい。

と、ここまで いてきてやっ りこの を すな てことは無 なことなのかもし

れないとも 。 なところ。 が ってもど にもならないことな て

どあるし。それでもあがいて たいと 。な かって。な とな です。
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First year in HdB

Narumi Hayakawa（日本）

学

I have been living in HdB since this April. I have had live in Australia to study English for 7 

months. After my studing abroad, I want to talk more foreigners and practice my English so I 

decided to live here. At first, I was nerves and could not go to the lobby to speak. However, 

after I joined Hanami, it led me becoming friends with other residents. 

Now I am really happy to live in HdB. I think there are mainly three reasons that I really 

appreciate to be able to spend time in HdB. 

Firstly, there are nice friends and people of different nationalities so we can share our different 

culture, education, politics and so on. In addition, we go to different universities and take 

different courses. Therefore we can learn a lot of things from the various fields.  

Secondly, I think it is good to go to restaurants or some events with anyone who are interested 

in. When we want to go somewhere else, we feel free to ask our members of LINE group. 

Then I can know some interesting events and have wonderful experience.  

Thirdly, there are lots of events in HdB. Those events are held by residents so we should 

cooperate each other. That would be very helpful when we will be a worker. Also we can make 

new friends in some events such as common meal or IFF (Intertnational Food Festival). In fact, 

we did interact with a people from 

other dormitories. Moreover, we 

can have a special experience for 

free in Seminar. I tried Double 

Dutch and made pottery this year. If 

I were not living in HdB, I might 

never experience those. I am very 

happy compared to other university 

students, as I am going through with more various experiences. 

What I have got in this dormitory is the happiest experience and memory in my university life. 

I have a lots of awesome fiends now. I want to stay here like this with my friends from now on. 

I hope to enjoy HdB life next year as well! 
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I hope to enjoy HdB life next year as well! 

HdB での一年

（日本）

学

にとって HdB での生 はただ に な の人と 生 するとい ことだけ

にとどまら 、ともに して一 のものを り上 ることの しさや、 かの 生

と 見を して り い を り上 ることの達 などとても内容の いもので

あり、 の学生生 においても、とても きな い出の一 となっている。

この一年間、HdB の な や ン などに してきて、 生 だけでな

の とも を めることができたのではないかと している。そ な

のことを学 ことができた HdB において、 が一 い出に っている ン が

ン である。

は ン の当 として会 に った。会 とは に ン

に な物 や 物などを 入するための予 を見積もったり、 を した

りと ン の会 におけるすべての を行 。学生 に会 の

な 事はなかなかできる なことではないと ので、この な は HdB に入

っていなかったらできていなかったのではないかと っている。 ン に

おける会 の 事は して な 事であったとはい ないが、 ったときは ン

当 と し、 かの 生の も りながら ン を無事

たときにはかなりの達 があり、改めて HdB に入 して かったと ることが

できた。 を て に一 のものを り上 るとい は HdB だからこそでき

ることだと ので、 ン は なりにかなり を することがで

きた ン である

また、HdB での日 の生 において、 の とのかか りとい ものはとても

なものであると ている。HdB が ま するためには の とのかか

りは である。 、HdB に入った当 は の とはすれ とき

に する であったが、一年この HdB に で、さま まな ン を

て の とかか ってい でとても いお話を ことができたり、

にとって の との はとても 事なことであると できた。一年たった

には にた さ 見 りができ、 日の生 がとても した。

以上のことから る に の HdB での生 は して なことばかりではな 、

に学 との 立で に ることもあったが、 に生 していたら して

することができなかった な をた さ でき、本当に した一年間であった

と ている。
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HdB での生

入 （日本）

立 館 学

入 した日は 明に ている。な なら、 しを ってもらった 達に、 お

こ な いとこ のか、 は め と を かれたからである。 が

いとい ことは 解していたが、そのときは 達の で し、入 を取り

やめ め か、本 で った。だが、これまでの生 を り ると、HdB に入 し

て本当に かったと 。

しい 生 や の ン のおか で、 した 間を ているが、何

りここに でいる は、 に れ、 のことを学べるとい だ。

ば、 、 や ン を している人た が間 にいること

で、その が、ど な なのか、またど な があるかなど、 を 解す

る 会がた さ ある。 に などの 事 ン で、 に れる 会が 、

この の人は、何が べれて何が べれないのか、また べれても な をさ

れているものでなければならないなど、日本では ることが しい、 とい

に いて学 ン がた さ ある。日本人の当たり が、 人にとっては当

たり ない、この な を、 学生とい い で、 ることができるの

は本当に な だ。

また日 の生 で はあることに ことができた。それは の上 さは

する上では ないとい ことだ。ここに でいる人た は、それ れで

日本 や の が 。それらの人た が し ンを取る

を見て、 はただの ンをとるための にす 、そこに

とい があれば何も はないのだ。 、 はここに を上 た

いとい で入 したのだが、 となってはど でも なっている。

とにか HdB は学 を て れる最 の だと る。
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Reflection on living at HdB

Li Xinxian (Chinese)
Kyoto University 

Time passes by very quickly, and it is the second semester when I live in HdB. It is just like 
yesterday when recalling the first day when I came here last semester. I still remembered the 
first day was the welcome party. When I first came, I felt a little overwhelmed and a little 
timid. But I found that everyone is very friendly, I felt very comfortable, and I thought this is 
an ideal living environment. In the next semester of life, I did feel the friendship of everyone. 
When I encountered some problems, everyone was very helpful to me, guiding me through the 
HdB, helping me translate Japanese and treating me special coffee. In addition, Common Meal 
also allowed me to maintain a state of connection with the other residents. It is very important 
for me to maintain a familiar state between everyone. Although I am not able to participate in 
activities often because of my heavy and difficult schoolwork, I also feel that HdB is a very 
friendly place through Common Meals. Besides, HdB also enables me to get engaged in the 
near-by affairs. The elimination of near-bys due to the atomization of people (maybe due to 
the easy access to grande issues via media) makes people lose the feeling where they are 
standing at. The house meeting can enable us to refocus on the fundamentals where those huge 
issues are rooted, and make them not floating in the air. My current problem is that my 
language ability is not very good, neither Japanese nor English is ideal. I hope that I can 
improve my language skills and have further communication with everyone who lives in HdB. 
Finally, I would like to thank everyone living in HdB for co-creating such friendly 
environment to harbor the outlander. 
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ン の 年を り って

( )

と と、あっとい 間に 2019 年が り 2020 年を た。 の きな

の一年だった。 31 年が 年となり、日本 が ッ 日本

の に した。 年から 年になり、間もな 間は オリンピ

ック 一 になることだろ 。

2018 年の 10 月 に、 任の ・Rianne Hidding が退任されること、2020
年の 4 月 り本館を閉鎖し、 年間の耐震・改修工事が ているので、 の

事 を っている人、1 年だけ める人が いとい ことで を けました。 ま

でお 話になったので、お しをしたいとい で の ン にな

ることを き けました。HdB に ン ・ で のは内 先生に

、2 人 とい ことでした。

しかし、 と 3 に り 予定でしたが、 っ しを に たその

の めに 事 で を 8 する を いました。 の 、な とか

最 の っ しを で ま 、その後、検 で が し、 1 間入

するとい な から の ン 生 は まりました。

本当に しかった。 の に行事があり、 と 合 を行い、その

と い（たまに ）に追 れていました。 には 事も にして（ の

さ め なさい）、 ン 達にできるだけた さ の と い出を って し

いと い、あと、た さ べさ る・ ま たいとい 一 で、ただ たすらに

っ ってきました。そして、 の ン の は本当に されたこと

を し、 ン の をいろいろ した。

いる ンが と、こ も見 る が ってしま のか これも

な である。

ン の な 事は、 ・ 全な生 間を し、 ン

を当 と に することだ。 には、 ン に して する立場に らなけ

ればいけない。 け 責任 が ン と き 。そして、 することは、

されること りも も も 。

以下、 ン になって、 なりに学 で（ ン など）や

ってきたことや、工 してきたことなど を めて を いていこ と 。
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な である。

ン の な 事は、 ・ 全な生 間を し、 ン
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ってきたことや、工 してきたことなど を めて を いていこ と 。

期 ン

4 月 13 日（ ） welcome party 
・とりあ いっ い った（6 ） き リンを めて り、 き リンが定

に られた。最 は、 や き 間や 定が まら などもあ

ったが、何 も っている に なりの ピが した。

期 Common Meal（4/19( ) CM1 、5/10( ) CM2 、5/24( ) CM3 、6/7( ) CM4 、

6/21( ) CM5 、7/19( ) CM6 and Vote に ）：

・ い物が上 になった。最 は、 が悪かったが、 をこなす に い物の

が かってきた。 場 に っては、 でも が悪い野 などがあった。

めに、 と ッピン リ を見 べ、何をどこで ば いも

のが に入るかがその の し になった。 ン も をしないといけない。

ン の が出てから 立 を見て、 い物の日に で る

を めたので ン は を何 るか からない と当 の人には をか

けたと 。

・CM 後の ン も、 の で ン が できた が

るさ になり、 ン た が ン に できないのが になり

めた。

4 月 20 日（ ） Sports day：
・ 期 り、予 が り、Sports day の予 が き された。Sports day の

後には、 でピ を べるのが だが、ピ を に だけの予 がなかった。

当ての予 だと のピ しか することができないが、 ン た は ピ

を べたい とい ので一 を た。 ン で ン ッ の ンを

ってきて、 から りして ピ を ること。そして、野 や

など を ッ したものや、 を でて ン の を して、 で ン

ッ を ら べさ た。 る 間を いて、 ン の を しでも たすた

めだ。 もっとピ を べたかった と もあったが、 ン ッ は は し

かった、 かった ピ も しかった と ってもらって しかった。

5 月 11 日（ ） Seminar：
・Seminar 当日の 、 合 に べる は を して た。 ン であま

った などで、 とおに りを って出して、 を やす に し

て た。そして、 には日本の も って た。（ を） りす たから、

ピ や は が った と 出しを けたが、 しいク が たと 定 に

け め と 。
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6 月 8 日（ ） OM meeting 
・HdB に ン 、OM、OM 、 の定 や けが に

なり明 になった。このあたりから、OM の生 を 視しは めた。

・1 と 2 に かれて行い、2 は HdB での 会。 ン の い

ただいた、 り合いの に らしい を 出してもらいました。 HF の し

出で、 など な を っていただきました。 年 からは、 が 当する

のだろ 。

6 月 12 日（ ）：このあたりで、 で取れた と って を けた。

 Thanks giving と Chrismas Party で に る った。

6 月 16 日（日）Emergency training：
・ に ての めての だった。以 もやっていたらしい。 は、

事の に 間に が出るのでやって かった。講 後に、 に 事が

こり さ た は ンを らして現場 向かったのが だった。

・ 後は に がないので、 ってからの は、HALAL の ンを った

ン と、 リンを って で べた。 ン になってから、 の

は、HALAL かど かなど 上の 生 を する になった。 き リンを

り めたのも、 リ だと ン（ の ン）を ので、 リンなら

がないからだ。 いにも、 き リンは だし、 に いい オ ンが

ッ ンにあるので かっている。

6 月 29 日（ ） Dance party：
・Dance party 日に、 り り た ン が まで いていて、また、 日

の を までしていたので、 さ がク に たことを 日の

に を ける。最悪の ン 。また、 日の 28 日は 生日で、

ン するので 間を していたら ンされたので も ている。当日

に、 さ にお に った。

・Dance party ン はとても り上がった。ただ、 の が行き か 、

者を出してしまったのが である。まあ、これも 年後に り ったときは、

ン た にとって い い出になっていることだろ 。

7 月 13 日（ ） IFF（ べ物 り）：

・ 年、7 月になると 台風が日本に上 し、 に きな被害を出している。

年 は、台風で になってしまったが、 年 は無事に することができた。

・ をすることはなかったが、 い物する の が で が いので だ

った。 ピは めに出してもらった がいい。この には、 い出しに れたので、

無事に ま ることができた。 きな もな 、当 お ン た は
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に を ける。最悪の ン 。また、 日の 28 日は 生日で、

ン するので 間を していたら ンされたので も ている。当日

に、 さ にお に った。

・Dance party ン はとても り上がった。ただ、 の が行き か 、

者を出してしまったのが である。まあ、これも 年後に り ったときは、

ン た にとって い い出になっていることだろ 。

7 月 13 日（ ） IFF（ べ物 り）：

・ 年、7 月になると 台風が日本に上 し、 に きな被害を出している。

年 は、台風で になってしまったが、 年 は無事に することができた。

・ をすることはなかったが、 い物する の が で が いので だ

った。 ピは めに出してもらった がいい。この には、 い出しに れたので、

無事に ま ることができた。 きな もな 、当 お ン た は

やって れました。

・ 一、 き してお ならば、この 期は に しないといけない。

7 月 14 日(日)  Big Cleaning up：
・ 日の IFF で った を して、 （ は と ）を した。Big Cleaning 
up の後にも、Sports day に でピ を べるのが だが、ピ を に だ

けの予 がなかった。Sports day に って べた ン ッ にすることにした。これ

だと から 1/3 の出費で だ。

8 月 31 日（ ） り 出 ： 行事 の

・ の 日、HdB の の りは、 れの や でに や

かになる。年に一 の の りだ。 の ン さ が している。そし

て、 事に行ったときに話が り上がり、出 することになった。

・ ン の 学生の Ashif が る ン は ン でも 人 である。

これを出すことにした。Ashif にお いし、 さ 、 さ に としてお

いしもらい で を って ン 人 学生の った ン

として することにした。これに れあい で って出した ッ

の ピを てもらいと一 に した。

・当日は が悪 て、 になるかもしれないと していたが、な とか

行することとなった。 は全然 れな て、 れ ったらど し と をし

ていたが、 から の

ン 、 りで 場者の に まり

は に れた。一人では しきれな

なってしまった 、Wu さ （台 ）がお

いをに て れて本当に かりました。

最後は、 の で のお

を いたが り 、 は なしの でも

しい とい ことで、最後は だけを

し に した。

後期 ン

10 月 12 日（ ） Welcome party：
・た さ の ン た が に を って れたので かりました。

です。 の を して ることを して りました。

・2020 年 月からの改修工事は、工事費 の で全てを行 な なったと る。

・ し 一 を 入し、 や で の記 を る に

った。（これ当 の 事だと けど）
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後期 Common Meal （10/18( ) CM1、11/8( ) CM 、12/6( ) CM 3、12/20( ) CM4、
1/10( ) CM5、2/21( ) CM6 に ）：

・本 は、CM の い物は、 ン にもお いしてもらい ン と一 に

行 ことが とされていたが、 ですることにした。 場の にある

ですべての い物が ので、 となった ックを入 に行い、 日

かけて 事 りに を い めることにした。そ した は ある。一 は

事が し なり ン と 間を合 て い物 行 とど しても なる。

そ なると、 いたい の などは してしまっているからだ。

は、 ン 当 は、 を ことができない な 事だ。 ピ め、当日

の など 事 も い。だから、 い物の いなど 事を らし、当日の に

してもら ためだ。 があれば、 い物も行けば 間かかるので、その 間

が 出できるのであれば、その 間でも 一 らい当 に CM での 事を って、

に で しかったからだ。

・ い物で いたお で、CM 後の が リンクを こと りも にな

る果物を った が いと、 先生 り を けた。

・ の CM の後の ン は、 ン に ン に しても

ら ために に ってもら ことを 行した。 だったが、 ン に

は できたのではないかと 。以後、 ン は話し合 場になった

がする。

・ の 学 とも を めるために、 学𠮷𠮷 、 社 学 、 の

学 の 生さ た を して、 する 会を った。

10 月 20 日（日） Sports day：
・後期の ン は、 の を けて り行 こととなった。2019 年

学期 り めてのことです。予 の い が までと き ってしまった。そ

のことを ま 当 に ることができ に行事を めてしまった。結果、後 まで

件をクリ するまですべての ン の で することになる。

ン た には まで り な ン ができな なってしまったことを し

な 。

10 月 30 日（ ） Halloween Party ： ン

・ ン に話を かけて、Halloween Party を した。 期の Dance Party の後

期 。 、 しながら 合。取りまとめて れた ン た が一生

って、 ン を り上 て れました。 です。 って ン ン

ンもどきに をして した。あまり、こ い 一 を見 ていないので、

ン た は いていた。
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1/10( ) CM5、2/21( ) CM6 に ）：
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・ い物で いたお で、CM 後の が リンクを こと りも にな

る果物を った が いと、 先生 り を けた。

・ の CM の後の ン は、 ン に ン に しても

ら ために に ってもら ことを 行した。 だったが、 ン に

は できたのではないかと 。以後、 ン は話し合 場になった

がする。

・ の 学 とも を めるために、 学𠮷𠮷 、 社 学 、 の

学 の 生さ た を して、 する 会を った。

10 月 20 日（日） Sports day：
・後期の ン は、 の を けて り行 こととなった。2019 年

学期 り めてのことです。予 の い が までと き ってしまった。そ

のことを ま 当 に ることができ に行事を めてしまった。結果、後 まで

件をクリ するまですべての ン の で することになる。

ン た には まで り な ン ができな なってしまったことを し

な 。

10 月 30 日（ ） Halloween Party ： ン

・ ン に話を かけて、Halloween Party を した。 期の Dance Party の後

期 。 、 しながら 合。取りまとめて れた ン た が一生

って、 ン を り上 て れました。 です。 って ン ン

ンもどきに をして した。あまり、こ い 一 を見 ていないので、

ン た は いていた。

11 月 16 日（ ） Thanks Giving：
・ は、 ン ン なので、 では できないので、出し物

で一生 して れている ン 達には の しかありま 。

・ り合 に するが、 。

・ ン 後は、 ン や で なが まって したり だり、

して り上がったりして していた。それを見ながら、お を でいるの

が かった。

11 月 30 日（ ） Seminar：
・出 を行った。事 に 合 が に行 、当 に っか って

もらった を してもら ことになってしまった。 に し ないし、当 と

ン の 合 がとても であるとい ことを した。 は、

さな た も し、一生 の を っていました。 には が出ま

す。

12 月 7 日（ ） Cooking event 1：（ 月 日に Cooking event 2 を予定）

・2018 年 り まった ン で、 めての でした。本年 は、 は ン

の で Ashif が 当、 は の で Onno が 当となりま

す。 ン で から まで無事に ることができました。 人の

を して してもらいました。 で の ン も したい と

しい を いた。

12 月 14 日（ ） Christmas party：
・ 年 り予 が ったが、 年と な で したので、

に予 オ してしまった。また、 リンクを のを れてしまったの

で、お を まない 達に し な 。当 が に して れたので

です。 い れの無い に、た さ の い物する ン の は クが

だ。 のために ・ ・ は だと ました。当日は、 を

り てから 合が悪 なり、 れて 。最後まで ン に できなかった

のが 。

12 月 15 日（日） Big Cleaning Up：
・一年の れを とす、 の一 ン 。Big Cleaning up の後は

のピ 。後期は予 があったのと、 日の Christmas party の った べ物などを ま

ン に た。ク を って べてもらった。

・ 人 に で したのは、 ン が てていいか からないもの

をた さ と をした。 リ などにある 本、 の ン で っ

て な なったもの、 、 などを しかなり ッ リしたのでは
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ないかと 。

1 月 11 日（ ） SDGs event：
・ に 2019 年 学期から、 に立 上 た ン お 当 。

SDG とは、Sustainable Development Goals の で、 な と日本

では される。SDGs は 2015 年 9 月の ッ で されたもので、 193
か が 2016 年から 2030 年の 15 年間で達 するために た である。Seminar の

も ま 、当 ・ ン ・ ン （ ）の ・ ・ で

し、 ン を ・ する さを し けたが、その の に

ない当 の 解に し だ。それだけに、予 の やその い など が

った。

・当日に した ン た の は で、 この な ン は 年あって

もいいのではないか Seminar と しても いかもしれない といった 見があ

った。 ピ の には、無 でお いを けたことに し上 た

い。

ここ 学生の には、 い って を 立 、 と を って、 に

は の として日本にやってきた 学生と、 を き に したいと

に ている日本人学生とが、行事を て を めながら、 している。

は、 ン としても ン と に しい HdB 生 を したかった

が、なかなかそ も はなかった。それは2020年4月の改修工事を るにあたり、

年間、 ン は を出なければいけない。 の 年間が生まれることに

なる。 年後に、 が したときに、 ン を できる ン

を てる、 を してお ことが責 と た。ただ、これは改修工事の に

り、 ン としての 取りは き い、 することになってしまった。

また、2 人の ン であれば、 お さ と お さ が ン に 在

することになるが、 は なので、一人 は無 であった。だから、す に

される なことは を ること らいにして、 ン た がどこか

の 間に あのとき、 ン に れて かった。 とい ことを、一生

ことにした。ただそれは、 学を して社会に出た後、それが 年後、もし は

年後になるかもしれないし、そ ない人もいるかもしれない。 あの 、

学生の での生 が の を っている。 で生 して かった。 と、

ン が社会に出てからそ てもら れば いである。

ン になり、HdB は の人に られて していることを改めて

りました。 のために に を行って れている 員や

会 員の 、 のために ださっている学 員の 、現場を

ている Office の 、 を いている学 の ・ の と き出すとき
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った。 ピ の には、無 でお いを けたことに し上 た

い。

ここ 学生の には、 い って を 立 、 と を って、 に

は の として日本にやってきた 学生と、 を き に したいと

に ている日本人学生とが、行事を て を めながら、 している。

は、 ン としても ン と に しい HdB 生 を したかった

が、なかなかそ も はなかった。それは2020年4月の改修工事を るにあたり、

年間、 ン は を出なければいけない。 の 年間が生まれることに

なる。 年後に、 が したときに、 ン を できる ン

を てる、 を してお ことが責 と た。ただ、これは改修工事の に

り、 ン としての 取りは き い、 することになってしまった。

また、2 人の ン であれば、 お さ と お さ が ン に 在

することになるが、 は なので、一人 は無 であった。だから、す に

される なことは を ること らいにして、 ン た がどこか

の 間に あのとき、 ン に れて かった。 とい ことを、一生

ことにした。ただそれは、 学を して社会に出た後、それが 年後、もし は

年後になるかもしれないし、そ ない人もいるかもしれない。 あの 、

学生の での生 が の を っている。 で生 して かった。 と、

ン が社会に出てからそ てもら れば いである。

ン になり、HdB は の人に られて していることを改めて

りました。 のために に を行って れている 員や

会 員の 、 のために ださっている学 員の 、現場を

ている Office の 、 を いている学 の ・ の と き出すとき

りがありま （ ききれてない は し ありま ）。また、 ン と

い を て、 ン にならなければ出会 ない人た ともた さ 出会い

ました。まさし 、Haus der Begegnung でした。

ン として していただいた学 員 の 先生、それを

していただいて れた内 事 と 事会の 、 とり の に、学 を任 る

ことは が かったと います。そ な 、 年 は取り が 積 で、そ

のた に の判 を かい で見 って いたことに し上 ます。 の 出

が 、 り りまで って いた Yearbook 員の お 事 の さ に

いたします。また、 めが本当に な 、 って れた、YearBook 当

である 入 と RABENARIMANITRA Lucia Ando さ 本当にお れ でした。

最後に、 年間 ン に き合って れた、 ン お

ン た に を べたい。そして、ここ HdB を 立っていった ン た が、

、 で立 に して れることを ってやまない。
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2019 年 生行事 の

内

（HdB 事 、 学 、1965OM）

人 学生 事 に いて

日本人学生と からの 学生が 、 を た出会い を て 生し、

に することを とした本学 は、 を て 解を めること

を きな としてきた。 ば、 日に 生全員で の を り、一 に

べる ン （ 事会）や学 を て下さる人達を して の

を す 会、 しい人達を 会などが行 れている。 に本学 は、日

本人が 10 人(全 の 1/3)、 学生は 1 から 3 人までの を けていることか

ら、 に 13 ヶ 以上の 学生が一 に生 している クな 学生 である。 に

学生の は となっている。

本年は 人 学生 事 の を けて、これまでの日本

人学生と 学生 の を て、 との 話・ を る を取り入れ

ることにした事 に いて をする。

ま 、 を に た 事 は、 学生 会や ン に

を して、会 を し ととともに、会 後におこな ン に

していただき、 学生と との を行 ことにした。また、 で

しめる の を一 に ったり、 の ・ の やお

りなど などの を て、 が の を する の

を た。また、 から行 れていた、 会、クリ ・ もこの

事 である。

さらに、これまで 達だけで行っていた や ・ に いて、

を し、 を行 ことにした。

に って された SDG’s（Sustainable Development Goals: な ）

は な社会を して、 や などの に な からの

を かけている。 は、SDG’s 先 に ばれるなど、SDG’s の は

い。当学 は の を 、 ック ン ( 、年 、 、学 野)の
なる学生達が に し合い を にしながら、 生を 現している。

そこで SDG’s の の 16： と をすべての人に とい ッ を して

い として した。その は SDG’s の に向けた 学生の に る

と の ン を する とい である。この事 に って HdB の

在 を り の人に ってもら 会になると た。また、HdB に
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な ック ン を 生が HdB の と する SDG’s を一 一 の

で することで、HdB が 現する living together（ 生）とはど い ことかを

かりやす ってもら こともできると た。この を して 生 が、

の学 学 が り い視 で見た にどの な けにあるのか、また他の学

とどの に結 けられるのかを できる 会と た。

1. を に た 事 ： 事会（ ン ）

ン は、当学 が 立された 1965年以 けられている 行事である。

年間（ ）で 6 行 れることになっている。 ン では、

ン や ン や 、事 員などが 人になり、 ン

、 、 リ ン 、 などを っている。

ン は 1 で は 人として 1 は 人となることに

なっている。これに って ン は他 の を 会を て、 りお

いを 解する 会となっている。 も し、 の 5 で、

が延べ 62 人 する学 の たる となった。この を て、 後

も との が がってい と期 している。

1 は 2019 年 10 月 18 日（ ）18:30 り

者：41 （内 ： ン 25 、 1 、 2
、 社 生を含 10 ）

立： と の 風の 、 ン 、 、

リ ンピ 、 のさっ り 、 と リン のオ 、

ッ 、 など

2 は 2019 年 11 月 8 日（ ）18:30 り

者：44 （内 ： ン 27 、 1 、 2 、

社 生を含 14 ）

立： と の生 き、 風 め、 と の 風 め、

野 、クリ リ 、 と の 、 が、おで 、

野 、 など

3 は 2019 年 12 月 6 日（ ）18:30 り

者：39 （内 ： ン 25 、 1 、 1 、

OM3 、 ）

立： と の生 き、 風 め、 と の 風 め、

野 、クリ リ 、 と の 、 が、おで 、

野 、 など

4 は 2019 年 12 月 20 日（ ）18:30 り

者：43 （内 ： ン 19 、 1 、 2 、

17 ）

立： ・ ・ 、 ン ン、 の ッ 、 、
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野 、クリ リ 、 と の 、 が、おで 、

野 、 など

3 は 2019 年 12 月 6 日（ ）18:30 り

者：39 （内 ： ン 25 、 1 、 1 、

OM3 、 ）

立： と の生 き、 風 め、 と の 風 め、

野 、クリ リ 、 と の 、 が、おで 、

野 、 など

4 は 2019 年 12 月 20 日（ ）18:30 り

者：43 （内 ： ン 19 、 1 、 2 、

17 ）

立： ・ ・ 、 ン ン、 の ッ 、 、

ク 、 ッ もやしの 、 、果物、 など

5 は 2020 年 1 月 10 日（ ）18:30 り

者：31 （内 ： ン 16 、 1 、 1 、

OM 1 、 事 1 、 の 生を含 12 ）

立： き 、 、 、野 、リン 、

、 ン、 など

6 は 2020 年 2 月 21 日（ ）18:30 り（予定）

2. を に た 事 ： 学生 会（Welcome Party）
日 ：2019年10月12日（ ）18:00 り：立

者：37 （内 ： 人 ン 4 、 ン 24 、 5 、

1 、 事 1 、 2 ）

立: ン （ 、 ン、 、 の リック

め）、 （ 、 ン、 、 とピ

）、 （ 、Godrogodro、 リ 、 リン）

生が 生間の 解を め円 に当学 に入っていけることに 、また

との を て、 の 社会に いて 解を める で、本

会は された。 が されたにも ら 、当日（10月12日）は、

台風19 の した日に なり、予定されていた の は なかった。

しかし、 に された もあることから、 事 と 2 、 生と

で 入 学生4 の 会を行った。 入 ン に するHdBの や

HdBの生 に いての ン のの に、 の 、最後に 人の

などが行 れた。

3 を に た 事 ： 1 こども （Cooking Event）
日 ：2019 年 12 月 10 日

者：27 （内 ： ン 11 、 1 、 6 、 の 学

生 9 ）

・ の ック ン をも ン を て、 ども達との

学 ・ としての を した。 な を て、

解に ながり、 いては、当学 の 解を めると ている。

は の 6 の とその ども達が した。 に の を 出している

ン の と ン に いての 明に いで、 で と で る

などを一 に り、 会を行った。 を る間に ン に するク

が出されるなど、 し を る 会となった。この な の積

に り、 向を た人 の に資するのでないだろ か。

した ン も、日本の ども達の に れて、日本の と話して し
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な一 となった。学生の P71 にあり。 2 は で、2020 年 2
月 8 日（ ）を予定している。

4. を に た 事 ： 会（Thanks Giving）
日 ：11月16日（ ）18:00 り 立

者：63 (内 ： ン 26 、 ッ 3 、 3 、 者19 、

者11 、 リ 1 ) 
立： ン （ リ 、 、 の 、 、 のさっ り ）、

（ ン、 風 と の ッ 、 が）、

リ ン （ ン ン の 、 の 、人 と の 風

め、 と の ）、 （ ッ ク 、

ン 、 ン ン、 の り合 、 リン）

HdBに寄 をして下さった 、 に をして下さる 、 の

者の や や をお きして学 生が の を す会で

ある。この 会では 者との を るため、学生達は な に

を で し、学生達や と一 に った を って き、学生

達に る ン 、演 、ピ 演 などの ン を 者に し で

いた。これに って 者が 解を め、 り い な が行 れ

た。学生の P72にあり。

5. を に た 事 ：クリ ・

日 ：12月14日（ ）18:00 り 立

者：70 （内 ： 生：29 、 者12 、 29 ）

立： ン （ 、 、 ・ ン）、

（ 、 ン ク風 ン、 ン ッ 、 リ ン・ ッ ）、

（ ン クッ 、 リン、クリ 、クリ ・

、 ）、 物（ り ッ ン、 、

）

HdBのクリ は、日本 なものであるが、HdBには リ である学生

も ることから、このクリ の 会を して、クリ の を たり、

学生の出 のクリ を の さ に るまい、 の ・

解を める で行 れた。 後には、クリ に な だ を 者全員

で行ったり、ピ や の演 の ン が行なれたことで の

も ばれ、日本 なクリ だけでな 、本 のクリ の を

解していただ ことに な ることができた。学生の P73にあり。

6. 学 と を て を める事 ：

日 ：2019年11月30日（ ）
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者の や や をお きして学 生が の を す会で

ある。この 会では 者との を るため、学生達は な に

を で し、学生達や と一 に った を って き、学生

達に る ン 、演 、ピ 演 などの ン を 者に し で

いた。これに って 者が 解を め、 り い な が行 れ

た。学生の P72にあり。

5. を に た 事 ：クリ ・

日 ：12月14日（ ）18:00 り 立

者：70 （内 ： 生：29 、 者12 、 29 ）

立： ン （ 、 、 ・ ン）、

（ 、 ン ク風 ン、 ン ッ 、 リ ン・ ッ ）、

（ ン クッ 、 リン、クリ 、クリ ・

、 ）、 物（ り ッ ン、 、

）

HdBのクリ は、日本 なものであるが、HdBには リ である学生

も ることから、このクリ の 会を して、クリ の を たり、

学生の出 のクリ を の さ に るまい、 の ・

解を める で行 れた。 後には、クリ に な だ を 者全員

で行ったり、ピ や の演 の ン が行なれたことで の

も ばれ、日本 なクリ だけでな 、本 のクリ の を

解していただ ことに な ることができた。学生の P73にあり。

6. 学 と を て を める事 ：

日 ：2019年11月30日（ ）

者：29 （内 ： ン 17 、 1 、 6 、 の 学生5
）

HdB の 生と や の 学生がともに を することに って、

との を行った。 は、 館に し、日本の きなど

の やお などの に いての講 を けた後、 や などを った。

学生は日本に いての 解を め、また に一 の に取り ことで の

とも、 り な を ることができた。

7. 学 と を て を める事 ： ・ （Sports Day）
日 ：10月20日（日）

者：29 (内 ： ン 22 、 2 、 ) 
を て学 生 や との を り、 り な を行

の ・ を行った。当日は、 者29人を4 に け、 は

ッ 、 、 ッ 、 の4 であった。

当日は、 の5人の があった。さらに、2 の ・ の を

検討している。学生の P76にあり。

8 SDG’s ン :SDG’s に向けた 学生の に る と ン

の

日 ：2019 年 10 月から 2020 年 1 月まで

HdB に な ック ン を ン が、HdB の と す

る SDG’s を一 一 の で することで、HdB が 現する living together とはど

い ことかを かりやす ってもら る に、 を した。この を

して、SDG’s の とこの HdB の を の さ に って お と ている。

ま 当 3 人が下記の 、 、 の の SDG’s 行事に して し、

達が ろ とする SDG’s の に する を めた後、学 の ン

達（31 人）と して、 とする を した。2020 年 2 月 8 日( )に予定され

ている ども 2 に する ども達に見 て、その 果を かめる予定

である。学生の P77 にあり。

 2019 年 10 月 27 日：SDG’s ン で学 SDG’s、2030 年

の 間を し 2030SDG’s の ン に

 2019 年 10 月 31 日: SDG’s Design International Awards 2019 、

 2019 年 12 月 15 日 やら と から SDG’s ン    

   
On 7th dec 2019 we held a   at our dorm. This event was one of its kind and a 
very unique one in HdB. As a resident of HdB we invited Japanese families to our dorm to 
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participate in cooking event. This event was solely focused on promoting the idea of learning 
different food culture across the globe. For this particular cooking event we choosed Indian 
cuisine to explore. As you all know how rich India is when it comes to food culture. India has 
given spices to the world and in order to keep that in mind we tried to keep our menu 
accordingly for this event. Total of 7 families joined us along with their kids. Many residents 
also participated in the event. We learnt how to make mutton tikka and also learnt how to 
make chapati with wheat flour. It was so much fun to see small kids doing all the efforts 
whole heartedly. Parents were also very supportive and were helping their kids to learn new 
things. We also had a short presentation about India. And a small quiz about India in between. 
Atmosphere was very cheerful and people were very satisfied with the event. After making all 
the foods we sat together and had lunch in the lobby. We talked about food and other stuffs. 
What a lovely event it was. Here are some pics from the event you can see and imagine how 
awesome this event was. We were thankful to all the participants and volunteers who came 
forward to make this event a success. 

   
2019 年の Thanksgiving は、11 月 16 日に されました。 年の Thanksgiving 当

は Rutvika、Kohei、Tomo の 3 人です。 年 り、 ン ・ た は

な に を 、18 までに に まりました。会場の は、Rutvika
をは めとする ン た に り に行 れ、 の を に して、 や

の らしい や を しました。また、 に の を

にした ッ を な で ました。
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2019 年の Thanksgiving は、11 月 16 日に されました。 年の Thanksgiving 当

は Rutvika、Kohei、Tomo の 3 人です。 年 り、 ン ・ た は

な に を 、18 までに に まりました。会場の は、Rutvika
をは めとする ン た に り に行 れ、 の を に して、 や

の らしい や を しました。また、 に の を

にした ッ を な で ました。

は Rutvika と Tomo の 会に り まり、 である Mathieu の ピ

と ります。 は 間 に ン から ってきたばかりで れているは である

にも ら 、 の を めた まる ピ をして れました。日本 の

は、 である Soraya が見事に行いました。 いて、Kohei に る の

です。 の は の りです。 に、 から の をい

ただきました。Onno に り リンクの がされ、全員に リンクが行き ったとこ

ろで、内 先生 り の をいただきました。

18 40 から、 ン 、 、 リ ン をいただきながら、

と ン 間での会話も でいきました。HdB の しい取り である

SDG’s ン の話や、 の HdB での ン や い出などた さ の話 に を

か ました。19 10 から が に 、おなか一 ながらも、

のおいしさに さ い が ている でした。19 40 に に

し、 オの と ン 行 れました。Kohei に り された

オでは、 ださっている 、オ の 、 の の

オ ッ が されました。 き き、 年 の ン に りま

す。 4 の た が何 も を た を して れました。1 人

は Onno でピ の演 です。 に ク とい ピ ンらしい

で、 ンの を して れました。2 は、Onno と Soraya のピ の

です。 クの の い を見事に きあ 、会場は の に

まれました。3 は、Chiho、Natsumi、Kanane、Serena、Kimiko で、 ン

の Sing Sing Sing です。会場の全員での に合 、 なリ で でら

れました。最後の ン は、Natsumi、Serena、Marie の 3 人で、人

リ ”GLEE” り Don’t Stop Believin’ です。 しい と に合 た り

けを し、間 では のす を り、会場を か ました。 た

の の 果を に できる 台となりました。

20 30 、4 の ン を 、 ン からささやかな り物が、

、 さ 、 内さ 、 さ に られました。 さ からは

でのお をいただき、 には HdB で す も められていました。そ

の後、 り、 の の の とともに閉会の とし、

合 を って閉会としました。

この に、2019 年の Thanksgiving は に りました。

     
Schedule 
18:10-19:40: Greeting and drinking hot wine, eating dishes and talking to others 
19:40-20:20: Performances 
20:20-20:30: Group photo 
20:30-20:45 Eating fruits (optional), some guests left 
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20:45-21:05 Playing game 
21:05-21:45: Cleaning up by residents 
[Decoration] 
First, we took all decorations up from the basement and separated them into different 
categories (lots of hard work!!!). Then we set up Xmas tree and put on decorations and 
ohlala…we got a gorgeous Xmas tree (Yayyyy!). We bought some new decorations and 
equipment such as lights, stickers and extension cords. We put a new light on the Xmas tree, a 
chain light with clamps holding cards on the wall, stickers on door-glass and the wall. 

[Dishes] 
This time, we decided to have a simple, Western-style Xmas so most of the dishes were 
traditional Western dishes for Xmas. Dennis kindly made hot wine, Nayoung made Ginger 
cookie, Natsumi made Meat loaf with minced meat and Richard made roast chicken. We also 
had many other delicious food made by other residents (Thank you all!!) 
Main: Lasagna, Meat loaf with 
minced meat, Halal roast chicken, 
Side dish: fried Octopus, Danish 
fish bread, Sandwiches 
Veggie dish: Veggie Quiche, 
Dessert: Ginger cookie, Tofu 
pudding with red beans, Xmas 
cake, cutie Xmas sweet, 
Fruit, Salad, 
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20:45-21:05 Playing game 
21:05-21:45: Cleaning up by residents 
[Decoration] 
First, we took all decorations up from the basement and separated them into different 
categories (lots of hard work!!!). Then we set up Xmas tree and put on decorations and 
ohlala…we got a gorgeous Xmas tree (Yayyyy!). We bought some new decorations and 
equipment such as lights, stickers and extension cords. We put a new light on the Xmas tree, a 
chain light with clamps holding cards on the wall, stickers on door-glass and the wall. 

[Dishes] 
This time, we decided to have a simple, Western-style Xmas so most of the dishes were 
traditional Western dishes for Xmas. Dennis kindly made hot wine, Nayoung made Ginger 
cookie, Natsumi made Meat loaf with minced meat and Richard made roast chicken. We also 
had many other delicious food made by other residents (Thank you all!!) 
Main: Lasagna, Meat loaf with 
minced meat, Halal roast chicken, 
Side dish: fried Octopus, Danish 
fish bread, Sandwiches 
Veggie dish: Veggie Quiche, 
Dessert: Ginger cookie, Tofu 
pudding with red beans, Xmas 
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Drink: handmade Hot wine, alcoholic drinks, soft drinks. 

[Performance] 
We had a very fun performance by Keisuke (nininbaori (にに ばおり) '"Helping Hands" 
comedy performance, some musical performances. 

[Group photo] 
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[Games] 
This year, we played Janken train (rock paper scissor train) after we took group photo. Music 
was played and when music was stopped, people made pairs first and did “rock, paper, 
scissors”. The loser lined up behind the winner and put their hands on his or her shoulders. 
The music was played again and again, when it was stopped, “trains” found pair and played 
again. The train got longer and longer. Last, the head of last train was the winner of the game. 
Everyone enjoyed the game. 

   
On Sunday the 20th October the spectacle of the annual HdB Fall semester sports day began. 
Members of the dormitory awoke bright and early for a rigorous morning of entertainment, 
laughter and shenanigans, followed by the promise of pizza at the end. 
The event started at 9 with a stretching and warm up session lead bi the ever enthusiastic 
Ashif Equbal. Some of the sleepier members managed to join us at this time and eventually we 
had enough people to make 4whole teams. Sporting events organized for the day included 
basketball, table tennis, dodge ball and an egg-carry relay – all of which were chosen to 
challenge our participants technically, physically and mentally. The teams were tried to be 
chosen in a fair way und during the activities some adjustments were made due to the fairness 
of the team composition. 
During the different games friendships flourished and understandings of each othere deepened 
in the environment of the HdB garden. The participants showed consideration towards each 
other and when someone got hurt he/she would immediately be replaced. Everyone was able 
to work up a sweat and the pizza and drinks were very welcome at the end. 
The Sports Day Toban’s would like to thank all of those who participated and make the event 
possible. The true spirit of HdB visible in compassion , ambition and deliberateness of the 
participants was evident in all of you that day. 
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laughter and shenanigans, followed by the promise of pizza at the end. 
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SDG’s 当 : 、 、 野

本 は、 人 学生 事 に SDG’s に向けた

学生の に る と ン を として、 して、 され

た での である。

： に って された SDG’s (Sustainable Development Goals)は な

社会を して や などの に して、 な からの を

かけている。 は、日本の でも SDG’s 先 に ばれており、 の

を てきた当 らしさと、 ック ン の なる学生が に し合い を

にする で 生を 現することで SDG’s の でも に 16： と

をすべての人に に して ッ を してい 。

SDG’s は 17 の 野 の が られており、その でも に当 での に し

た を取り上 、オン ン上で い の人に できる を

に や CM を する。 期に ては学生 に出 する。

生を被 に日 生 の でも出 事を ッ を めて に 上 、

内 と する。また、 した を って や 内で

ン を し、 の在り を る。 ン では、 生と の

が となり、SDG’s の に した ッ ンに して解 を に し、

を ることで と を た り を してもら 。

内の 学 や 学 での 学 の リ 内で することも検討 。

この を て、HdB の 在 を り の人に ってもら ると ている。

HdB に な ック ン ( 、年 、 、学 野)を 生が

HdBの と するSDG’sを一 一 で することで、HdBが 現する living 
together とはど い ことかを かり ってもら ことができると ている。

SDG’s の を して 生 が の学 学 が り い視 で見た にど な

けにあるのか、また他の学 とど な風に することができるのかを

ることができる になると ている。 後 SDG’s はどの のどの のどの会

社や でも けて ることができないものになるだろ 。 生がい か社会に出

た にもこの が きて ると ている。

1. SDG’s 当 の

ま 、SDG’s 当 3 人が、下記の 3 の他の SDG’s に して、 し、その

を に当学 の SDG’s を行 ことにした。

SDG’s ン で学 SDG’s、2030 年 の 間を し

2030SDG’s の

場 : 本 9   
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日 : 2019 年 10 月 27 日（13:30 - 16:00）
URL：https://imacocollabo.or.jp/event/20191214-4/ 
SDG’s に いて ク を けたあと、 2030 SDG’s (SDG’s の 17

の を達 するために、現在から 2030 年までの のりを する )をした。

この の では、さま まな 値 や を 人が 在し、そ した人

が する で SDG’s の な ンを 現することを していた。この

をする で、な SDG’s が た の に なのか、そしてそれがあることに っ

てど な や があるのかを に 解することができた。

達の ン でも、SDG’s とい を いたことがない人やあまり が

ない人でも が とっ きやすさと さで ら ら の に し、

し ながら SDG’s の本 を 解することができる な けを りたいと った。

SDG’s Design International Awards 2019 
日 ：2019 年 10 月 31 日

URL：https://compe.japandesign.ne.jp/SDG’s-dia-2019/ 
この に が したが、 ながら はかな なかった。その の

一 を、最後に してお 。

やら と から SDG’s ン

場 ：立 館 学 ン ン ク

日 ：2019 年 12 月 15 日

この ン では、 SDG’s を した。 が の人 の

らしにどの な を ているかを、一 の を て 解できる

なのですが、 で したり、 かの と したり、 のことも た

りと をた さ 内容が りだ さ な でした。この ン から

で する にすると の人でも り上がることができるとい ことを学 だ。

2. HdB ン との

3 の ン に した を に、 A. にでも できる取り 、B. 
HdB で できる取り 、C. が している取り ,の 3 の から 1

を 、30-90 どの を ることにした。 ン を下記の 12 の に

した。

と ン

SDG1 をな そ

、Ashif Equbal、Hofmann, Onno Jakob 
SDG2 を に

  、Rabenarimanitra,、Lucia、Wu Chang-Yu 
SDG3 すべての人に と を
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日 : 2019 年 10 月 27 日（13:30 - 16:00）
URL：https://imacocollabo.or.jp/event/20191214-4/ 
SDG’s に いて ク を けたあと、 2030 SDG’s (SDG’s の 17

の を達 するために、現在から 2030 年までの のりを する )をした。

この の では、さま まな 値 や を 人が 在し、そ した人

が する で SDG’s の な ンを 現することを していた。この

をする で、な SDG’s が た の に なのか、そしてそれがあることに っ

てど な や があるのかを に 解することができた。

達の ン でも、SDG’s とい を いたことがない人やあまり が

ない人でも が とっ きやすさと さで ら ら の に し、

し ながら SDG’s の本 を 解することができる な けを りたいと った。

SDG’s Design International Awards 2019 
日 ：2019 年 10 月 31 日

URL：https://compe.japandesign.ne.jp/SDG’s-dia-2019/ 
この に が したが、 ながら はかな なかった。その の

一 を、最後に してお 。

やら と から SDG’s ン

場 ：立 館 学 ン ン ク

日 ：2019 年 12 月 15 日

この ン では、 SDG’s を した。 が の人 の

らしにどの な を ているかを、一 の を て 解できる

なのですが、 で したり、 かの と したり、 のことも た

りと をた さ 内容が りだ さ な でした。この ン から

で する にすると の人でも り上がることができるとい ことを学 だ。

2. HdB ン との

3 の ン に した を に、 A. にでも できる取り 、B. 
HdB で できる取り 、C. が している取り ,の 3 の から 1

を 、30-90 どの を ることにした。 ン を下記の 12 の に

した。

と ン

SDG1 をな そ

、Ashif Equbal、Hofmann, Onno Jakob 
SDG2 を に

  、Rabenarimanitra,、Lucia、Wu Chang-Yu 
SDG3 すべての人に と を

Shin Mingyeong、TANgt Mengjia、HUANG Yin-Hsuan 
SDG5 ン を 現し

  Kamlah, Marie、 、

SDG7 を なにそしてクリ ンに

Manohar Rutvika Nandan、Randolph, Ruiz Rodriguez 
SDG8 きがいも も

、 ン ン

SDG9 と の を ろ

  、Obster, Dennis、 入

SDG11 けられる りを

、TRINH Hai、 上

SDG12 る責任 か 責任

 Palungkun、Vanessa Alma、Mathieu Fevre、 野

SDG15 の かさも ろ

   、 本 、WELSH Richard Louis  

この ン の で、 出し (11/22-12/7) オ (12/8-12/20) 
オ  (12/21-1/11)を行った。

結果として、 ンや 生に る を ま た など、 あ れる

が まった。 に までたどり ことのできた は SDG3、
SDG7、SDG8、SDG11 SDG12 SDG14、SDG15 の だけであったが、どの

も SDG に いて立 まって 、 の を の なる 生と話し合 い

会になったと れる。

者は 5 の に かれ、SDG’s 、SDG’s 、SDG’s
ク などの に した。そして、SDG’s の 野で している さ と

下さ のお話を いた後、 で取り める SDG’s に いて で ッ

ンしそれ れの が した。

、 ク や を して 者は SDG’s に いて 解するとと

もに、SDG’s 達 のために た は何ができるかを ることができたのではない

かと 。

後の に いて

2022 年 2 年 8 日に予定されているクッ ン ン 2（ 2）に、

が った を し、SDG’s に いて た が し 学 ことができるかど か、

したいと ている。
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（全 ）

（ の一 ）
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（全 ）

（ の一 ）

SDG’s Design International Awards 2019 の内容の一

者 の場合は 者の を記 ：

した ： 、 、年 を て な人が 生するための ン  
: の かさを なに

： 、 、年 の なる人が出会 る な場を なところに り、そ

の場をその場にいる人の に って なものにしてい こと。日 生 におい

て の かさを られる にすること。

とする 者：日本人、 人 者、 人

現 けとなる ：すでに 在する や 、 、お を したり、

学生が となったりすることで （場 りのための 期 資や人件費

などが）な てす 。 それ れの を ッ ン することで、その場が

なものになる。 人( 、 者、 学生)が しているため に

する人も できる。 学入 が り、 を 、 だけではな 話す、

が 視される になり、 も 人が したことを け、 の会

話 を り する になったことを に、 の ン を

向上さ たい日本人が ている。

予 される結果 社会 ン ク ： を に 会を やすことで、生き

た ンの として ることができる になる。日 生 に

おいて 人と れ合 会かが ることで、 なる 値 を 人の 在を め

て け入れることができる になる。

ン あなたの を、 、 、 、 などを に って 現し

て ださい ： た は 、 、年 を て な人が 生するためには

を 解、 や が なる人と する ン を やすことが であると

た。そこで 、 、年 の なる人が出会 る な場を なところに る

な ンを ることにした。
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2019 年 生当 の

： は ン とともに ン を行なった後、

ン を し、 生の話し合いを行な 。Chair Person, Vice Chair Person は

ン の お を めるとともに 内 行事全 を 、

か 会 行 をにな 。Secretary は ン の 記として ン の

事 を する。Accountant は 生会費の会 を し、予 を 当する。

Chair Person （ 期）     （後期）Fevre 
Vice Chair Person （ 期）Manohar  （後期）

Secretary （ 期）TRINH （後期）

Accountant （ 期）     （後期）Lin 
：

入 会（4 月 13 日、10 月 12 日）

ン

（ 期）1 月 26 日、2 月 4 日、2 月 27 日、3 月 13 日、3 月 26 日、4 月 9 日、4 月 13
日、4 月 18 日、5 月 5 日、6 月 27 日

（後期）9 月 14 日、9 月 19 日、9 月 29 日、10 月 9 日、10 月 16 日、10 月 22 日、11
月 6 日、11 月 26 日、12 月 05 日、12 月 19 日、1 月 17 日

ン

（ 期）4 月 13 日、4 月 19 日、5 月 10 日、5 月 24 日、6 月 7 日、7 月 19 日

生 出 79.3% 
（後期）10 月 12 日、10 月 18 日、11 月 8 日、12 月 6 日、12 月 20 日、1 月 10 日、2
月 21 日

生 出 74.2%  (1 月 10 日現在) 
（7 月 19 日、2 月 21 日）

当 ： ン 以 の ン は全員何らかの当 に いて 生 に な

事を する。

当 ： の 定には まり、 ンの 、講 の 定などを

行な 。 日と講 との日 を行い 定する。

（ 期） （ ）、

（後期） （ ）、 Wu (Q) 、 Shin 
内容： 出 （ の も 、11 月 30 日）

ン 当 ：年間お そ 12 する 会の を行な 。

では 当者、 の 、予 のもと の 、 い物リ の
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2019 年 生当 の

： は ン とともに ン を行なった後、

ン を し、 生の話し合いを行な 。Chair Person, Vice Chair Person は

ン の お を めるとともに 内 行事全 を 、

か 会 行 をにな 。Secretary は ン の 記として ン の

事 を する。Accountant は 生会費の会 を し、予 を 当する。

Chair Person （ 期）     （後期）Fevre 
Vice Chair Person （ 期）Manohar  （後期）

Secretary （ 期）TRINH （後期）

Accountant （ 期）     （後期）Lin 
：

入 会（4 月 13 日、10 月 12 日）

ン

（ 期）1 月 26 日、2 月 4 日、2 月 27 日、3 月 13 日、3 月 26 日、4 月 9 日、4 月 13
日、4 月 18 日、5 月 5 日、6 月 27 日

（後期）9 月 14 日、9 月 19 日、9 月 29 日、10 月 9 日、10 月 16 日、10 月 22 日、11
月 6 日、11 月 26 日、12 月 05 日、12 月 19 日、1 月 17 日

ン

（ 期）4 月 13 日、4 月 19 日、5 月 10 日、5 月 24 日、6 月 7 日、7 月 19 日

生 出 79.3% 
（後期）10 月 12 日、10 月 18 日、11 月 8 日、12 月 6 日、12 月 20 日、1 月 10 日、2
月 21 日

生 出 74.2%  (1 月 10 日現在) 
（7 月 19 日、2 月 21 日）

当 ： ン 以 の ン は全員何らかの当 に いて 生 に な

事を する。

当 ： の 定には まり、 ンの 、講 の 定などを

行な 。 日と講 との日 を行い 定する。

（ 期） （ ）、

（後期） （ ）、 Wu (Q) 、 Shin 
内容： 出 （ の も 、11 月 30 日）

ン 当 ：年間お そ 12 する 会の を行な 。

では 当者、 の 、予 のもと の 、 い物リ の

を行な 。 、 事の も める。

（ 期）Lin 、 入、 上

（後期）Huang 、 、

内容： ン （4 月 19 日、5 月 10 日、5 月 24 日、6 月 7 日、6 月 21
日、7 月 19 日、10 月 18 日、11 月 8 日、12 月 6 日、12 月 20 日、1 月 10 日、2 月 21
日（ ））

ピン 当 ：館内 （1 、2 、4 の ッ ン、 、 下の

、 、 、 リ ）、 ッ ン の 、

）を行 。Big Cleaning up の ・ を 当する。

（ 期）Wu (C) 、 、

（後期） 、Palungkun、 本

内容：Big Cleaning up（7 月 14 日、12 月 15 日）

災当 ： 内の リ ・ 事態 に取り 。 生全 の

の ・ を 当する。

（ 期） 、 、 上

内容： ・ （6 月 16 日）

当 ： 事 りの ・ 、 ピの取りまとめや い物の い、

お の 、 日の り け 、当日の や後 けを 当す

る。

（ 期）Shin 、Wu (C) 、HUANG、Fevre、 、 野

内容： べ物 り（7 月 13 日）

当 ： 学生の で SDGs ン の ・ を 当する。 の

お の当日 の かけ、当日の や後 けを 当する。

（後期） 、 、 野

内容：SDGs ン （1 月 11 日）

当 ： を含 生に る 会（ ッ ・

ン ン・ など）を ・ する。

（ 期）Equbal、Rabenarimanitra 
（後期）Welsh、 Kamlah  

内容： ・ （4 月 20 日、10 月 20 日、3 月予定）

 当 ：学 の や 、 ン ッ の に

する。
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（ 期） 、 、

（後期）Ruiz Rodriguez、
内容： ン ッ の が 生するた に に した。 日

を めての はなし。 ン 後など HP などその 行 。

 当 ：日 の に するため ・ をお きして

もてなす を ・ する。 生の や出し物を して に し でい

ただ の取りまとめを 当する。

（後期） 、Nandan、 上

内容： 会（11 月 16 日）

 当 ： を して、 学生 の と を する ク

ッ ン ン の と を 当する。本年 は、 ン と を 。

（後期） 、Equbal、Hofman 
内容： Cooking Event（12 月 7 日、2 月 1 日)  

 当 ： 当 や ン 全員から Yearbook に する や 生の

お を めて ・ 行することを 当する。

（後期だけ） 入、Rabenarimanitra 
内容：2019 年 Yearbook for residents（2020 年 3 月 行予定）

ン 当 ： ン の ・ 、 を行 。当日の 、

にも の を い、 の にも し でもら る な出し物を す

る。

（ 期）Welsh、Palungkun、 、

内容： 期 ン （6 月 29 日）

クリ 当 ： 生お 者、 や も含めたクリ

会の ・ 、 を行な 。 者に し でもら る な出し物を す

る。

（後期）Wu (C) 、Trinh、Obster 
内容：クリ 会（12 月 14 日）

行事 の

6 月 8 日（ ）OM 会 会に

7 月 28 日（日） れあい り ン の

8 月 31 日（ ） り HP お ン の

10 月 6 日（日） 学 会 ン の
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（ 期） 、 、

（後期）Ruiz Rodriguez、
内容： ン ッ の が 生するた に に した。 日

を めての はなし。 ン 後など HP などその 行 。

 当 ：日 の に するため ・ をお きして

もてなす を ・ する。 生の や出し物を して に し でい

ただ の取りまとめを 当する。

（後期） 、Nandan、 上

内容： 会（11 月 16 日）

 当 ： を して、 学生 の と を する ク

ッ ン ン の と を 当する。本年 は、 ン と を 。

（後期） 、Equbal、Hofman 
内容： Cooking Event（12 月 7 日、2 月 1 日)  

 当 ： 当 や ン 全員から Yearbook に する や 生の

お を めて ・ 行することを 当する。

（後期だけ） 入、Rabenarimanitra 
内容：2019 年 Yearbook for residents（2020 年 3 月 行予定）

ン 当 ： ン の ・ 、 を行 。当日の 、

にも の を い、 の にも し でもら る な出し物を す

る。

（ 期）Welsh、Palungkun、 、

内容： 期 ン （6 月 29 日）

クリ 当 ： 生お 者、 や も含めたクリ

会の ・ 、 を行な 。 者に し でもら る な出し物を す

る。

（後期）Wu (C) 、Trinh、Obster 
内容：クリ 会（12 月 14 日）

行事 の

6 月 8 日（ ）OM 会 会に

7 月 28 日（日） れあい り ン の

8 月 31 日（ ） り HP お ン の

10 月 6 日（日） 学 会 ン の

れあいま り

2019 年 7 月 28 日、 れあい りにて、 学生の り ン の

風 リンクである ッ を しました。 で まった 7 人の ン

を に、 めから の 達、当日のあれこれまですべてを行いました。

ッ の 先生の で、 の人た との 、HdB の PR とい

の を て取り だ ン です。 ン の 期間が 期間と なっ

ていたこともあり、全員が まって ン をすることも しい で、それ れ

を め け合いながら を めることが出 ました。

予定 り り上 られるかと を きながら た当日、会場は なの予 以

上に き 、 では ン がされていました。 で 間

を取り会場を ったり、 を て を ったまま りに したりと、 た

ッ も に し ことが出 ました。お からは に ッ の れ行

きも 、た さ っていただきました。 ン、い 、 リ 、 ン

と とりどりの が 、リピ の も 、 であることが

かりました。 に た も 入し ッ を ながら、 や をしまし

たが をもって しいと るものでした。

の人た との とい りに、 の や なことに のあ

る人やその などの人た とお話をする な を積 ことが出 ました。ま

たそれを して、も 一 の である HdB の PR にも ることが出 ました。ま

た、 ッ の のもと、 り上 の一 は HdB 寄 とい でささやかながら

も することが出 ました。

一 に から まで にした ッ を め、 して ださった 先生、

での 会で 見を れた ン た 、本場の ッ に いて て

れた ン 人の ン た 、その他 を って れた人た 、 なに

しています。また と HdB を して な を積 ことが出 ました。
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資

法人 学生の 員

事（2019 年 ）

  （ 学 、 会 ）

  （ ）

（ 学 、OM 会員）

員会（2019 年 ）

  （ 取 社 、OM 会員）

島 一 （ 社 学 、OM 会員）

  （ 学 、 学 ）

（ 日 会会 ）

野 （日本 工 会 事）

人 （ 内 事 、 、OM 会員）

（ 立 館 学講 ）

（ 学 、学 員 、OM 会員）

事会（2019 年 ）

事

内 （ 学 、 HF、OM 会員）

事

  （ 学 学 、 会 ）

事

上 （ 取 社 ）

  （ 学 、OM 会員）

  （ 学 学 、OM 会員）

一 （ 学 、 HF、OM 会員）

RUSTERHOLZ Andreas （ 学 学 学 ）

（ 人）

千 （ ）

工 人 、OM 会員）

（ 年 学 ン 員、OM 会員、HF）

HF :House Father 
HM  :House Mother 
HC :House Committee 
OM :Old Member 
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資

法人 学生の 員

事（2019 年 ）

  （ 学 、 会 ）

  （ ）

（ 学 、OM 会員）

員会（2019 年 ）

  （ 取 社 、OM 会員）

島 一 （ 社 学 、OM 会員）

  （ 学 、 学 ）

（ 日 会会 ）

野 （日本 工 会 事）

人 （ 内 事 、 、OM 会員）

（ 立 館 学講 ）

（ 学 、学 員 、OM 会員）

事会（2019 年 ）

事

内 （ 学 、 HF、OM 会員）

事

  （ 学 学 、 会 ）

事

上 （ 取 社 ）

  （ 学 、OM 会員）

  （ 学 学 、OM 会員）

一 （ 学 、 HF、OM 会員）

RUSTERHOLZ Andreas （ 学 学 学 ）

（ 人）

千 （ ）

工 人 、OM 会員）

（ 年 学 ン 員、OM 会員、HF）

HF :House Father 
HM  :House Mother 
HC :House Committee 
OM :Old Member 

（2019 年 ）

（社会 法人 社会 会 事 ）

（ 学 ）

（ 学 、OM 会員）

（ 学 事 、 学 ）

（ 学 ）

学 員会（ ）（2019 年 ）

員

（ 学 、OM 会員）

員

（ 、OM 会員）

あるの （ 学講 ）

TANANGONAN Jean  （ 学講 、OM 会員）

DAVIS Peter （Telecognix Corporation CEO）

  （ 学 、 HF 、OM 会員）

生 （ 学学 合 ン

の 合 ッ 、 HF）

人 （ 学 ）

島 （ 学 、 HM）

（ 年 学 ン 員、OM 会員）

CHAIRPERSON of TEAM 

VICE CHAIRPERSON of TEAM 
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2019年3月1日～2019年12月31日受領分

補助金・助成金

金額の確定は
2020年6月以降となります

寄付金（使途指定なし）

寄 者 寄 者 寄 者 寄 者

オ 会社 京都合同会計
京都ボーイスカウト第42団

谷口平八朗

クリニックいのうえ
　井上勝六

ン

ン 会社
宗教法人日本基督教団

錦林教会
社

ッ リ 事
有限会社エムティーエヌ

青木みどり
有限会社ハイナン

土屋俊宏

Ashif Equbal Dr Heinrich Reinfried Nehal Hasnine Tang Mengjia

Tsai You Shan ど り 上

上 学 内 本

本 野

野 た か

野

野 ン 下 一

島

本 一

人 本

千 島 島 一

本 野 ク ン・

2019年度　補助金・寄付金・その他ご支援

（予定）
年 人 学生 事

・ を に た 事
・ 学 と を て を める事
・ に向けた 学生の に る と ン

・ 会 行（ ック）

オン ク 社会
・ 内で学生間の 事
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2019年3月1日～2019年12月31日受領分

補助金・助成金

金額の確定は
2020年6月以降となります

寄付金（使途指定なし）

寄 者 寄 者 寄 者 寄 者

オ 会社 京都合同会計
京都ボーイスカウト第42団

谷口平八朗

クリニックいのうえ
　井上勝六

ン

ン 会社
宗教法人日本基督教団

錦林教会
社

ッ リ 事
有限会社エムティーエヌ

青木みどり
有限会社ハイナン

土屋俊宏

Ashif Equbal Dr Heinrich Reinfried Nehal Hasnine Tang Mengjia

Tsai You Shan ど り 上

上 学 内 本

本 野

野 た か

野

野 ン 下 一

島

本 一

人 本

千 島 島 一

本 野 ク ン・

2019年度　補助金・寄付金・その他ご支援

（予定）
年 人 学生 事

・ を に た 事
・ 学 と を て を める事
・ に向けた 学生の に る と ン

・ 会 行（ ック）

オン ク 社会
・ 内で学生間の 事

野 見

明 本

千 上

一 本

一 上

一

定

下 一

寄付金（ 補 ・ 使途指定）

寄 者 寄 者 寄 者 寄 者

会社島 会
工

き 上

上 き

月 野 本 島

定 生

ン

内

千 場

見

本

本 一

寄 ・

た ばな （ ）、 など

の寄

し
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者 本館耐震 ・改修工事 事

定寄附 の に る 見

寄附 取   に 定寄附 に いての 見 内容は以下のと

おりである。

年 月 日

法人 学生の

本館耐震 ・改修工事 者 事 に る寄附 の

額：  千円

期間：  年  月  日   年  月  日

： 者 の と本館耐震 ・改修工事

） 者 ： 千円

）本館耐震 ・改修工事： 千円

： 後 が 、 物が現在の耐震 に合 、本館の耐震工事

と改修工事、 者 の取り しと 者 の 工事費 にあて、 年

を 人と 人の出会いを 視した としての を するため

資 ： け入れた寄附 は 本事 （事 内 費を含 ）に 当する。

以上
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者 本館耐震 ・改修工事 事

定寄附 の に る 見

寄附 取   に 定寄附 に いての 見 内容は以下のと

おりである。

年 月 日

法人 学生の

本館耐震 ・改修工事 者 事 に る寄附 の

額：  千円

期間：  年  月  日   年  月  日

： 者 の と本館耐震 ・改修工事

） 者 ： 千円

）本館耐震 ・改修工事： 千円

： 後 が 、 物が現在の耐震 に合 、本館の耐震工事

と改修工事、 者 の取り しと 者 の 工事費 にあて、 年

を 人と 人の出会いを 視した としての を するため

資 ： け入れた寄附 は 本事 （事 内 費を含 ）に 当する。

以上

（ ） 学生の の

日本 スイス
・ 月 日 スイス ッ ン ー ー の

会いの 京都 す の 金 ーリッ

・ 月 日 第 京都 の 人会
・ 月 日 第 京都 の 会

・ 月 と り スイス ン の寄付
・ 月 日 団法人京都 の
・ 月 日 八
・ 月 日 団法人京都 の 寄付 定
・ 月 日 額
・ 月
・ 月 日 寄付金 の とな 法人 と

教 第 京都 教 会
・ 月 日 団法人京都 の 定
・ 月 日

月 月 ・ 月 日
・ 月 日

月 ・ 月 ハウス・ ーム

・ 月 日 年
・ 月 日 寄付金 の とな 法人 と

第 の
月

月 月

・ 月 日

月

・ 月 日 年 第
月 月

月

月 ・ 団法人 会 り 金 受 屋上

ハウス ン
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月 ・ 月 日 団法人京都 の の
・ 月 日 年

月 ・ 月 日 年 会い 第 年

月 本

・ 月 日 イ ン 基金 定
寄付金 額 基本 み

年度 年度の イ ン ク 京都 ク りの寄付

月

・ 月 日 ・ 八

月

・ 月 日 第 上

月

・ 月 日 ・ウ ー ナー・ ー ー
・ 月 日 第 ・上
・ 月 日 第
・ 月 日 年 第 年

・ 月 日 基金の第 受
・ 月 日 年

月
月
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月 ・ 月 日 団法人京都 の の
・ 月 日 年

月 ・ 月 日 年 会い 第 年

月 本

・ 月 日 イ ン 基金 定
寄付金 額 基本 み

年度 年度の イ ン ク 京都 ク りの寄付

月

・ 月 日 ・ 八

月

・ 月 日 第 上

月

・ 月 日 ・ウ ー ナー・ ー ー
・ 月 日 第 ・上
・ 月 日 第
・ 月 日 年 第 年

・ 月 日 基金の第 受
・ 月 日 年

月
月

・ 月 日 団法人京都 の の
月

・ 月 日 団法人京都 の ン ット

・ 月 日 第 り

・ 月 日 第 ・
月 ・ 月 日 第

月 本

月

月

・ 月 日 年 会 他 日

月 口

月
月 日 との法 ハウス ー ー 人

月 以降

・ 月 日 団寄付 の

・ 月 の ・ の
・ 月
・ 月 日
・ 月 日
・ 月 日
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月 木

ハウス イ ー
月 月

・ 月 日 第 ・
月 ・ 月 日 第

・ 月 日 会

・ 月 日 第 ハウス ー・ リー・ ー ー
・ウ ナー・ ー ー 人

月 ・ 月 日 第 ハウス ー・ ニン ー

・ 月 日 井
・ 月 日
・ 月 日
・ 月 日 年

・ 月 日 団法人
月 本

・ 月 日 団法人

・ 月 日 第 本

月
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月 木

ハウス イ ー
月 月

・ 月 日 第 ・
月 ・ 月 日 第

・ 月 日 会

・ 月 日 第 ハウス ー・ リー・ ー ー
・ウ ナー・ ー ー 人

月 ・ 月 日 第 ハウス ー・ ニン ー

・ 月 日 井
・ 月 日
・ 月 日
・ 月 日 年

・ 月 日 団法人
月 本

・ 月 日 団法人

・ 月 日 第 本

月

・ 月 日 寄付金 額

・ 月 日 年
月

・ 月 日 第 本

・ 月 本 ・リ ーム

・ 月 日 金 会
・ 月 日 金

月 ・ 月 日 第 金
・ 月 日 第 同 会 会 会 会の
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（ ） 学生の 者の

学生の （ ン ）

者

年 月から 年 月までの合

ン ン  

リ  

ン ン  

リ ン

 ン  

リ  

ク ン 

ン ン 

ン ン 

ン リ ン

ン  

 

 台

オピ  ン  

オ リ   

オ リ  

オ ン  

ン リ 

 

  

ン リ  

 日本

 ン  

  

  

ン  ン 
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（ ） 学生の 者の

学生の （ ン ）

者

年 月から 年 月までの合

ン ン  

リ  

ン ン  

リ ン

 ン  

リ  

ク ン 

ン ン 

ン ン 

ン リ ン

ン  

 

 台

オピ  ン  

オ リ   

オ リ  

オ ン  

ン リ 

 

  

ン リ  

 日本

 ン  

  

  

ン  ン 

ン リ  ン  

ン  リ 

リピン

ン ン   

 リ  

ン  ン

ン  

ッ  

 ン

  

ン  オ  

リ  リ  

  

ン 

学者・ 者の （ ）

者 （ 一人物の ・ 行 を含まない）

年 月から 年 月までの合 （内 記 なし ）

ン  ン 

ン  

リ  

リ  

ン ン オピ  

 オ リ

リ オ リ

オ ン

リ  

ク ン 

ン

ン ン 

ン

ン  ン  

ク  
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リ   

 ン

リ  ン 

ン  ン リ

ン  ン

 リピン

 ン ン

ン  

リ  ン

ン リ  

ン  

ン  

ン ン

リ ン リ  

  

 

ン  

台  

ン  

リ  

ン

  

（在日） ッ  

リ ン  

ン ク 

オ  

  

リ  

リ   

日本 ク ン  

ン
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リ   

 ン

リ  ン 

ン  ン リ

ン  ン

 リピン

 ン ン

ン  

リ  ン

ン リ  

ン  

ン  

ン ン

リ ン リ  

  

 

ン  

台  

ン  

リ  

ン

  

（在日） ッ  

リ ン  

ン ク 

オ  

  

リ  

リ   

日本 ク ン  

ン

法人 学生の 後 会会

（ ）

この は、 法人 学生の （以下 とい 。）の後 会

員の入会 退会 に会費の 入に し、 な事 を定めるものとす

る。

（会員）

の事 に し、 を する を するものは、後 会員となる

ことができる。

会員になろ とする者は、 定の を、 事あてに 出するもの

とする。

（会費）

会員は 事会で定められた会費を、入会 に 入するものとする。

年会費は会員 に て下記 のとおりとする。

（ ） 人会員（ 会員）  年額 一  円

（ ） 法人・ 会員  年額 一 円

            d 、 生

（退会）

会員は、い でも退会 を に 出することに り、退会することがで

きる。

の場合、当 年 の会費が のときは、これを 入しなければなら

ない。

の会費は、いかなる があってもこれを しない。

（改 ）

この の改 は、 事会の を て行 ものとする。

附

  この会 の 行に し、 な事 は に定める。  
  この会 は、 法人の 立 記の日（   年 月 日）から 行す

る。

  この改 会 は、 年 月 日 り 行する。（ 年 月 日

事会にて改 ）
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法人 学生の 会会

（ ） 本会は 学生の 会（ 会 d 会）

と する。

（ 在 ） 本会の 在 は、 とする。

（ ） 本会は、 学生の の 立 を し、その と

を期し、併 て会員 の を ることを とする。

（事 ） 本会は、 の事 を行 。

   ）学 の と とを する事

  ）その他、本会の に 事

（会員） 本会の会員は、 の者とする。

 ）学 の 生として在 者、

 ）学 の ン 者、

 ）学 の として 在したことのある者で、学 を する

を する者、

 ）学 の 員、 員を めた 者で、学 を する を する者、

 ） ン の であった者で、学 を する を する者。

（ 会） 会は会員で し、 の 日 までに して会 がこれを

する。

 会の 立は、日本 内在 員の の の出 に る。

 の出 は、 すべき 員を明記した 任 の 出に って る

こともできる。

 定期 会は、 会 年 の 後 月以内に するものとする。

 会は、会 が を と める 、これを する。

   会は の事 を し、 する。

 ）会 、 会 、 事の 任にかかる事 。

 ）会 の 定お 改 にかかる事 。

 ）予 お の にかかる事 。

 ） お にかかる事 。

 ）会員の退会なら に の にかかる事 。

 ）本会の解散にかかる事 。

 ）その他、会 が と めた事 。
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法人 学生の 会会

（ ） 本会は 学生の 会（ 会 d 会）

と する。

（ 在 ） 本会の 在 は、 とする。

（ ） 本会は、 学生の の 立 を し、その と

を期し、併 て会員 の を ることを とする。

（事 ） 本会は、 の事 を行 。

   ）学 の と とを する事

  ）その他、本会の に 事

（会員） 本会の会員は、 の者とする。

 ）学 の 生として在 者、

 ）学 の ン 者、

 ）学 の として 在したことのある者で、学 を する

を する者、

 ）学 の 員、 員を めた 者で、学 を する を する者、

 ） ン の であった者で、学 を する を する者。

（ 会） 会は会員で し、 の 日 までに して会 がこれを

する。

 会の 立は、日本 内在 員の の の出 に る。

 の出 は、 すべき 員を明記した 任 の 出に って る

こともできる。

 定期 会は、 会 年 の 後 月以内に するものとする。

 会は、会 が を と める 、これを する。

   会は の事 を し、 する。

 ）会 、 会 、 事の 任にかかる事 。

 ）会 の 定お 改 にかかる事 。

 ）予 お の にかかる事 。

 ） お にかかる事 。

 ）会員の退会なら に の にかかる事 。

 ）本会の解散にかかる事 。

 ）その他、会 が と めた事 。

（ 会の ） 会の は出 者の の に る。

（ 員） 本会に以下の 員を 。 員に するその他の事 は に定

める。

 ） 会

 ） 会 以内

 ） 事

 ） 事

 ）  会 当 事

 ）  以内

 ）  事

本  ）ないし  ）の 事お は会

がこれを任 する。

（ 員の ） 員の は以下のとおりとする。

 ）会 は、この会を し会 を する。

 ） 会 は、会 を し、会 に事 あるときはその を する。

  ） 事は、事 を円 に するための な を し する。

  ） 事は、会員に する の その他本会の に る を

当する。

  ）会 当 事は、会 を 行 する。

    ） は、会員 の を にする を 当する。

 ） 事は なら に会 の を行 。

（ 員会） 員会は、会 が と める 、これを する。

員会の は出 者の の に る。

の出 は すべき 員を明記した 任 の 出に って ること

もできる。

員会は、 に って することも とする。

（会費） 本会の会員は に定める年会費を ものとする。会費は本

会の にあて、 、 の にかかる費 は 費をもってこれに

あてるものとする。

（会 年 ） 本会の会 年 は 年 月 日 り 年 月 日とする。

（退会・ ） に定める会員の ないし に 当する会員は、
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その を 明することに り、 員会の を て、退会することができる。

本会の を ける 、本会の会員として さ し ないと められる者

は、 員会が し、 会の を て、 することができる。

（解散） 本会は、 会の を て解散する。解散 に本会が する

は、学 に寄 するものとする。

（会 改 ） 本会 の改 は、 員会の に り、 会でそれを す

る。

（ ）

本会の 員を以下に定める。

会 ：

会 ： 、 ン・ ン ン

事： 千 、

会 当 事：

事： そらや

：内 、 、 、 、 、

、 、 、 、 ッ リ・

ン、

事： 、

会 ・ 会 ・ 事の任期は 年間を上 として定める。

事の任期は会 が定める。

年会費は とする。

（ ）

本会 は、 年 月 日 り 行する。

102



その を 明することに り、 員会の を て、退会することができる。

本会の を ける 、本会の会員として さ し ないと められる者

は、 員会が し、 会の を て、 することができる。

（解散） 本会は、 会の を て解散する。解散 に本会が する

は、学 に寄 するものとする。

（会 改 ） 本会 の改 は、 員会の に り、 会でそれを す

る。

（ ）

本会の 員を以下に定める。

会 ：

会 ： 、 ン・ ン ン

事： 千 、

会 当 事：

事： そらや

：内 、 、 、 、 、

、 、 、 、 ッ リ・

ン、

事： 、

会 ・ 会 ・ 事の任期は 年間を上 として定める。

事の任期は会 が定める。

年会費は とする。

（ ）

本会 は、 年 月 日 り 行する。

在  

積 

積  

延 積 

本館 ンクリ 下 上

館 ンクリ 上

本館 事 、会 、 ン 、 、行事 ッ ン

本館 ・ 学生 、 ッ ン 、

本館 ン 、

本館 下 、 、 、

館 、 会

学生 積

、 ッ 、ク ッ 、本 、 、 、 ン

その他 日本 、 ・ 、 台、 リ 、ピ
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後記

千

（ ック 員、 学 講 、 H ）

た しが H  として ン 達と の  B に明け

れていた の 年、HdB は から （現在

の ）を けるとともに 立 年を ておりました。 B の

はいっときのことですが、当 の H  （ 一 おきに ）では

ン の 見の かり合いに 、 まで こともしばしばで、HdB
者 ・ の られた B の を で行 ものでし

た。おそら そのときの ・討 の 間は人間としての本当の出会いとなり、

ン 達のその後の人生をとても かにして れたものと います。も ろ H  
にとっても です。現在 年、HdB 年の から 倍 の を た

ことになりますが、ど い けか 年 りに として の に

ることになりました。

さて、ことしも HdB の本年 一年間を り り、（ ） 学生の を

いただいている内 の なさまに する となりました。

は 年 月に した 講演会を しています。学生 を HdB で

した と ン・ ン ン の講演 （ HdB から と

の出会いまで ン の生物 と HdB の ）と現 生の ピ

を に 記事をまとめています。 り の ン 見 日本

の 入 は本 員 から、 ン り は 年 の 生

からいただいた です。また 期は改修工事を て 下 の 事 が

見した の講演 の生に いて （ 学生の 講

演）を しました。

や修 あるいは にい ら 間があっても りない ン お

者、た さ のお 事を ておいでの からもお しい 、 な をいた

だきましたことに り し上 ます。 ン と年 る の を

り、 後とも な が ことを期 したいと っております。

すでに から見 って ださる もありますが、 なそれ れの 野で、

また日本を含 で されているのを見たり いたりするととても れしい

ものです。

一 で、 生達が の 会 のお いに し さ ていただいたり、

HdB の行事にも の においでいただいたりする 会も 、学生だけの い

で まってしま ことな の をは めとする の に年を

る どに け入れられていることをありがた しております。

これまで てきた年月は 学生の に らした人 の に な と

を して れましたが、現在ここに らす ン 達が な を ための

物にはいます の ン ン が です。 の B に を

た をは めとする の の と をお い し上 ます。
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Kyoto International Student House  Haus der Begegnung Kyoto 

PRINCIPLE AND PURPOSE 
by Dr. Werner Kohler 

  
 “Haus der Begegnung” is a house where men from 
different continents and cultures, of different races and 
colors, different social strata, religions and outlooks live 
together. The house members face realistically the 
difference of national, cultural and religious backgrounds. 
It is a “House of Encounter” as its name “Haus der 
Begegnung” indicates. It is an experimental training place 
for peace, which is not merely absence of war, a training 
place for the construction of a new form of society 
necessitated by the demands of the world of tomorrow. 
 The house life is guided by the following considerations. 
 
1. The living together in the International Student House 
Kyoto is not an end in itself. Nor is it a world of its own. It 
is concerned with the daily human society to which we all 
belong. Our human society, as history shows, is in need of 
constant renewal. Forms of society change, old traditions 
decline, new ones arise; but Life Together is the 
destination of man. 
 
2. Life Together is life in relation with others, with those 
we like and those we dislike, with those who have 
different convictions and opinions. Life Together means 
love and respect for those who are different. We have the 
freedom to agree to disagree with one another. 
 
 

3. Life Together is life in daily renewal. We all have a 
natural inclination to favor our own beliefs and concepts. 
The house members let themselves be mutually 
questioned and challenged in their opinions, attitudes and 
habits. By nature we are inclined to have relations with, 
and fulfill responsibilities to, our own family group and 
those of our own social milieu or those that are useful to us. 
We aim to outgrow these self-centered inclinations. Life 
Together allows for diversity and runs counter to 
conformity and unconformity. The traditional societies 
classify people according to their educational, political, 
moral and financial standards. Life Together transcends 
these traditional classes. 
 
4. Life Together is an adventure and an experiment. “Haus 
der Begegnung” in Kyoto practices in small dimension a 
new form of society. This new society is both conservative 
and revolutionary in that it respects the past with its 
traditions and looks to the future with its possibilities. It is 
a form of society which is renewing itself in free 
self-criticism of its members. The basis of this Life 
Together is Life itself. 
 
 Thus it is hoped that students living in this house are 
willing on their own initiative to participate in various 
activities such as seminar-like meeting, common meals 
and house chores of different kinds. 

 
*Dr. Kohler was the most central among the forwarder of HdB in 1965. He and Dr. Inagaki served as the first 
House Farther. 
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